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6月定例会 
6月定例議会ではこんなことが決まりました 

11人の議員が一般質問を行いました 

委員会の新しい構成をお知らせします 
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暑
さ
厳
し
き
折
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。 

　
議
会
で
は
、
去
る
五

月
十
一
日
に
臨
時
議
会

を
開
催
し
、
役
員
改
選

を
行
い
、
新
た
な
広
報

発
行
常
任
委
員
を
選
任 

い
た
し
ま
し
た
。 

　
町
民
の
皆
様
方
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
を

約
九
十
万
円
（
年
４
回
分
）
も
使

用
し
、
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行

す
る
の
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
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各
委
員
、
誤
り
の
な
い
よ
う
事

実
に
も
と
づ
き
、
公
平
・
公
正
な

立
場
で
編
集
す
る
よ
う
に
精
一
杯

の
努
力
を
尽
く
し
ま
す
。
住
民
の

皆
様
も
何
か
お
気
付
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
議
会

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
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新
涼
の
朝
に
は
、
ま
だ
遠
い
よ

う
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 
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農業委員さんとじゃがいもほり（町立保育園） 

　斑鳩町の各小学校では、「総合的な学習」のひとつと

して、5年生が米づくりや野菜づくりなど、農業体験に取

り組んでいます。田植えなど、さまざまな体験をとおして、

食の大切さや農作物をつくる喜びや苦労を子どもたち

は感じていることでしょう。 

▲改選後の新しい広報発行常任委員会
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　日米地位協定は、在日米軍の待遇をはじめ、使用施設や区

域などに関する事項や、運営や管理等のため必要な措置に

かかる特権や免責事項を定めたものです。

　当初は起訴前の日本側による容疑者の身柄拘束は、原則

として認められていませんでしたが、１９９５年９月の少女暴行

事件で沖縄県民及び日本国民の怒りが爆発し、日米協議の結

果、日本側にも容疑者の身柄拘束ができるよう弾力的運用に

改善されました。

　今後も、地位協定をめぐる問題では、協定の見直しやさら

なる運用の改善をアメリカに対して要請していかなければな

らないと思いますが、意見書に述べている「密約交渉」の記

録については、まだ明らかではなく、日本政府もこれらの事

実を認めるにいたっていません。

　外交上の協定にかかわる事項で国が認めていないものを、

一方の当事者から出てきた資料に基づいて存在すると主張

するのは、合理性に欠ける一方的な主張といえます。今後、

日本は隣国北朝鮮の脅威にさらされることが予想できる今、

日米安保体制の円滑な運用を図ることにより、日米両国の関

係強化は、日本にとって不可欠です。

　これからも地位協定のさらなる改善に期待し、今回の意見

書に対する反対意見とします。

日本政府に対し、日米地位協定・裁判権放棄の日米密約の公表・破棄を求める意見書について

【反　対　意　見】　伴 議 員

　２００８年、京都議定書の第一約束期間が始まりましたが、日本の対策は遅々として進まず排出量も伸び続けてい

ます。一方、年々気候変動による悪影響が世界各地で顕著になっており、このままでは、将来世代に安全な地球環

境を引き継げず、私たち自身の生活の安全や経済活動の基盤にも深刻な影響がおよびかねない状況にあります。

　２００８年７月に開催された洞爺湖サミットでは、長期的に２０５０年に温室効果ガスを半減する必要があることが合

意され、そのため先進国は、２００７年のバリ合意に沿って、率先して大幅削減を実現しなければなりません。今後、

気候の安全化のために日本が確実に低炭素社会を構築するためには、温室効果ガス削減の中・長期的削減数値

目標を設置し、その目標を達成するための政策を包括的・統合的に導入・策定し、実施していくことが必要です。

　以上の点から、日本政府に対し次のことを要求します。

記

１．　京都議定書の６％の削減目標を守り、温室効果ガスを２０２０年に１９９０年比３０％の排出削減目標を掲げること

２．　CO2排出量取引制度の導入など、CO2を減らす人や企業が報われる制度をつくること

３．　電力の固定価格買取制度導入など、再生可能エネルギーを大幅に増やすしくみをつくること

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２１年６月２２日　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良県斑鳩町議会

地球温暖化防止対策を求める意見書

　まず、意見書の文面どおりのことが、もっともなことだと思っ

ていることを述べさせていただきます。

　戦争が終わって６４年経っても、たくさんのアメリカ軍の基

地があり、これまで、さまざまな事件が起こってきました。国は、

日本国内で起こったことは、日本が主権を発揮して、国民の

生命･人権･生活を守るべきです。

　日米地位協定のなかの非公開議事録だったものが、解禁

文書となったものを反対討論者は、国が認めていない､一方

的なものだから、あきらかにする必要がないように言われま

したが、それは違うと思います。アメリカから解禁文書となっ

たものがでてきたものであれば、日本国民にもその密約の

内容については、公表してあきらかにするべきであると思い

ます。

　そして時代がどんどん変わってきて、アメリカの大統領も

変わりました。今こそ、これら裁判権放棄の問題も含めて、日

米地位協定の内容について、改めて見直す必要があるので

はないか、また、今がそのときではないかと考えますので、こ

の意見書は、是非、国に対して、提出して、まず、国は国民にこ

の文書について、公表すべきものであり、その内容について

は破棄すべきものであると考えます。

【賛　成　意　見】　里 川 議 員
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斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

町長専決処分について承認を求めることについて（斑鳩町の一般職の職員の給与に関す
る条例等の一部を改正する条例について）

平成２１年度斑鳩町一般会計補正予算（第１号）について

平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２１年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２１年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２１年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成２１年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度斑鳩町老人保健特別会計
補正予算（第１号）について）

平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について
（公共下水道事業特別会計）

平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（介護保険事業特別会計）

斑鳩中学校本館西棟校舎耐震補強工事請負契約の締結について

平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その１）

平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その２）

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて

平成２０年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

斑鳩町農業委員会委員の推薦について

日本政府に対し、日米地位協定・裁判権放棄の日米密約の公表・破棄を求める意見書につ
いて

地球温暖化防止対策を求める意見書について

平成２０年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務報告について

委員増員のため、
新たに松田和枝
氏を推薦するこ
とについて、適任
であるとの意見
を答申しました。

案　　　件 結　果
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発
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満場一致で可決

満場一致で承認

満場一致で承認

満場一致で可決

報 告

報 告

推 薦

適任と答申

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で認定

賛成少数で否決

6月 

3ページに
賛否の討論

3ページに
関連記事

政府関係機関に一件の意見書を送付政府関係機関に一件の意見書を送付

６月定例会では、「地球温暖化防止対策を求める意見書」が議員提案され、本会議最終日に満場一致で可決しました。
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斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例について

斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
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平成２１年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２１年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

平成２１年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度斑鳩町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第１号）について）

町長専決処分について承認を求めることについて（平成２１年度斑鳩町老人保健特別会計
補正予算（第１号）について）

平成２０年度斑鳩町継続費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（一般会計）

平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について
（公共下水道事業特別会計）

平成２０年度斑鳩町繰越明許費繰越計算書の報告について（介護保険事業特別会計）

斑鳩中学校本館西棟校舎耐震補強工事請負契約の締結について

平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その１）

平成２１年度斑鳩町公共下水道管渠築造工事請負契約の締結について（その２）

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて

平成２０年度斑鳩町水道事業会計決算の認定について

斑鳩町農業委員会委員の推薦について

日本政府に対し、日米地位協定・裁判権放棄の日米密約の公表・破棄を求める意見書につ
いて

地球温暖化防止対策を求める意見書について

平成２０年度斑鳩町文化振興財団事業報告について

平成２０年度斑鳩町土地開発公社業務報告について

委員増員のため、
新たに松田和枝
氏を推薦するこ
とについて、適任
であるとの意見
を答申しました。

案　　　件 結　果

予
　
　
算

契
　
約

条
　
　
例

推薦

認定

諮問

発
　
議

報
　
告

満場一致で可決

満場一致で承認

満場一致で承認

満場一致で可決

報 告

報 告

推 薦

適任と答申

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で認定

賛成少数で否決

6月 

3ページに
賛否の討論

3ページに
関連記事

政府関係機関に一件の意見書を送付政府関係機関に一件の意見書を送付

６月定例会では、「地球温暖化防止対策を求める意見書」が議員提案され、本会議最終日に満場一致で可決しました。
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4

　本定例会での一般質問は、６月８日・９日の両日、１１人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ２２人の方が傍聴に来られました。　

高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る 

｢

緊
急
通
報
装
置｣

に
つ
い
て 

 

吉　野　俊　明   議員 

（
問
）

 （
問
）
高
齢
者
が
在
宅
中
に
急
病

や
災
害
で
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た

と
き
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
ボ
タ
ン
を

ひ
と
つ
押
す
だ
け
で
救
助
に
駆
け

つ
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

そ
う
で
す
が
？
 

（
住
民
生
活
部
長
）
斑
鳩
町
緊
急

通
報
装
置
貸
与
事
業
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
し
、
緊
急

通
報
装
置
を
貸
与
し
、
当
該
高
齢

者
等
の
急
病
や
災
害
等
の
緊
急
時

に
、
あ
ら
か
じ
め
組
織
さ
れ
た
地

域
支
援
体
制
等
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
は
お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
で
、
所
得
に
よ
る
制
限

等
は
な
く
無
料
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

（
問
）
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
 

世
帯
数
及
び
加
入
世
帯
数
は
？
 

（
住
民
生
活
部
長
）
千
五
百
三
十

五
世
帯
（
平
成
十
七
年
度
国
勢
調

査
時
）
で
、
平
成
二
十
年
度
の
実

際
の
利
用
者
数
は
九
十
世
帯
で
す
。
 

（
問
）
利
用
者
数
が
対
象
と
な
る

世
帯
数
の
六
％
に
も
満
た
な
い
よ

う
で
す
が
、
住
民
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
福
祉
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
る
「
高
齢
者
福
祉

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
中
で
紹
介
し

て
い
る
ほ
か
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
老
人
部
会
に
毎
年
参
加
し

担
当
地
域
で
該
当
さ
れ
る
方
が
お

ら
れ
た
場
合
は
、
積
極
的
に
当
制

度
を
勧
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ま
た
、
自
治
会
や
小
地
域
福
祉
会

等
の
出
前
講
座
の
際
に
も
、
こ
の

制
度
の
周
知
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

（
問
）
町
内
の
対
象
者
と
思
わ
れ

る
方
々
は
も
と
よ
り
高
齢
者
で
あ

っ
て
も
近
親
者
等
と
同
居
の
方
な

ど
は
、
こ
の
制
度
を
知
ら
な
い
よ

う
だ
。
同
居
の
子
ど
も
さ
ん
が
職

場
に
行
き
、
奥
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と

出
か
け
た
直
後
に
御
主
人
の
体
調

が
激
変
し
て
電
話
を
か
け
る
こ
と

さ
え
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

例
が
近
隣
で
続
け
て
二
件
お
き
た
。

こ
の
方
々
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
加
入
条
件

を
設
け
ず
、
希
望
す
れ
ば
誰
で
も

加
入
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
望
む
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
後
ま
す
ま

す
増
え
て
い
く
高
齢
者
の
安
全
確

保
に
は
有
効
な
制
度
と
認
識
し
て

お
り
、
地
域
に
密
着
し
た
民
生
児

童
委
員
を
中
心
に
、
こ
の
制
度
の

理
解
と
認
知
度
を
高
め
る
よ
う
こ

れ
ま
で
以
上
に
普
及
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

緊急通報装置は「心のささえ」

下水道工事

「介護ボランティア制度」で 
　　　　介護予防の充実を 
 

飯　�　昭　二  議員 

（
問
）
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

夫
婦
の
み
の
世
帯
数
が
増
加
し
、

家
族
介
護
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
介
護
保
険

制
度
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
と

し
て
、
市
町
村
の
裁
量
に
よ
り
「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を

推
進
す
る
事
業
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
制
度
の
認
識
と
評
価

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
貢
献
や
社

会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
が
よ
り
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
、
暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化

を
迎
え
て
い
く
な
か
で
、
必
要
な

も
の
と
認
識
し
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。
 

 （
問
）
ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る
「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の

導
入
推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
こ
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
事
業
概
要
も
介
護
予

防
と
い
う
観
点
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
早
急
に
介
護

保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
。
 

         

 「
担
い
手
の
農
地
集
積
の
促
進
」

　
　
　
　
で
農
地
の
有
効
利
用
を
 

 （
問
）
農
業
の
担
い
手
不
足
が
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
可
能
な

食
糧
供
給
を
可
能
に
し
、
担
い
手

へ
の
農
業
集
積
を
促
進
す
る
「
農

業
集
積
加
速
化
事
業
」
に
つ
い
て

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

 （
都
市
建
設
部
長
）
こ
の
事
業
は
、

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
は
か
る

た
め
、
小
規
模
農
家
、
高
齢
農
家

な
ど
の
農
地
の
所
有
者
が
安
心
し

て
農
地
を
委
ね
、
そ
の
農
地
が
担

い
手
に
対
し
て
面
的
に
ま
と
ま
っ

た
形
で
集
積
さ
れ
る
取
組
み
を
加

速
化
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
、
交
付
金
の

具
体
的
な
交
付
要
件
等
の
詳
し
い

内
容
が
決
ま
り
次
第
、
事
業
の
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
レ
ジ
袋
削
減
と
レ
ジ
袋
有
料
化
 

※
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
・
リ
ス

ト
の
状
況
と
活
用
に
つ
い
て
 

※
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
 

※
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
 

※
農
業
体
験
農
園
に
つ
い
て
 

（
問
）
私
は
平
成
十
四
年
十
二
月

議
会
で
、
総
額
四
百
億
円
以
上
も

か
か
る
公
共
下
水
道
事
業
の
町
民

の
受
益
者
負
担
の
条
例
に
賛
成
し

た
議
員
の
一
人
で
す
。
小
城
町
長

が
町
民
に
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
負

担
を
課
せ
る
か
ら
に
は
、
町
も
下

水
道
事
業
費
を
削
減
す
る
た
め
、

下
水
道
工
事
の
落
札
率
を
下
げ
る

努
力
を
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
民
に
は

重
い
負
担
を
課
せ
な
が
ら
、
町
は

全
く
自
助
努
力
を
せ
ず
、
相
変
わ

ら
ず
高
い
落
札
率
。
私
が
議
会
で

指
摘
し
て
も
、
副
町
長
が
地
元
業

者
の
育
成
と
公
言
。
こ
れ
で
は
、

私
が
下
水
道
の
条
例
に
賛
成
し
た

意
味
合
い
と
は
全
く
違
う
し
、
町

民
が
怒
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
 

町
は
、
下
水
道
は
町
民
の
協
力
な

し
に
は
で
き
な
い
事
業
と
位
置
付

け
、
公
共
事
業
の
計
画
段
階
か
ら

町
民
の
声
を
聞
い
て
、
事
業
に
反

映
さ
せ
る
制
度
を
公
共
下
水
道
事

業
に
導
入
し
て
い
る
と
い
う
が
、

い
つ
導
入
し
た
の
で
す
か
。
 

 （
上
下
水
道
部
長
）
平
成
十
七
年

か
ら
で
す
。
 

 （
問
）
住
民
の
声
を
聞
い
て
下
水

道
の
計
画
を
す
る
と
い
う
の
な
ら
、

下
水
道
工
事
に
着
手
す
る
平
成
三

年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
。

結
局
、
町
が
業
者
に
委
託
し
て
計

画
を
進
め
、
そ
の
後
下
水
道
の
条

例
を
議
会
に
提
案
。
そ
し
て
全
て

が
決
ま
っ
て
か
ら
最
後
に
町
民
の

声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
は
、
公

共
下
水
道
が
町
民
の
視
点
に
立
っ

て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

こ
の
ま
ま
下
水
道
本
管
や
公
共
ま

す
を
施
工
し
て
も
、
町
の
借
金
を

増
や
す
だ
け
で
す
。
 

　
平
成
十
四
年
十
二
月
議
会
で
、

小
城
町
長
が
町
民
の
受
益
者
負
担

を
提
案
し
、
議
会
が
満
場
一
致
で

承
認
し
た
が
、
今
後
町
民
の
視
点

に
立
ち
戻
り
公
共
下
水
道
を
推
進

す
る
に
は
、
加
入
負
担
金
条
例
の

撤
廃
や
下
水
道
条
例
を
見
直
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
小
城
町
長

の
見
解
を
問
い
ま
す
。
 

 （
町
長
）
条
例
は
議
会
で
承
認
さ

れ
た
の
で
変
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

下
水
道
工
事
の
落
札
率
を
下
げ
れ

ば
、
下
水
道
加
入
負
担
金
の
財
源

は
確
保
で
き
る
と
言
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
別
の
話
で
す
。
 

 （
問
）
た
と
え
議
会
が
承
認
し
て

も
、
そ
の
条
例
が
町
民
の
視
点
に

立
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
当
然
議
会

で
審
議
し
直
し
、
町
民
の
た
め
に

公
共
下
水
道
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
も
、
条
例
を
見
直
す
べ
き

で
す
。
 

  

町立図書館の 
　　　祝日閉館について 
 

加入負担金条例の撤廃を 

西　谷　剛　周  議員 

�����5
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4

　本定例会での一般質問は、６月８日・９日の両日、１１人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ２２人の方が傍聴に来られました。　

高
齢
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る 

｢

緊
急
通
報
装
置｣

に
つ
い
て 

 

吉　野　俊　明   議員 

（
問
）

 （
問
）
高
齢
者
が
在
宅
中
に
急
病

や
災
害
で
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た

と
き
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
ボ
タ
ン
を

ひ
と
つ
押
す
だ
け
で
救
助
に
駆
け

つ
け
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

そ
う
で
す
が
？
 

（
住
民
生
活
部
長
）
斑
鳩
町
緊
急

通
報
装
置
貸
与
事
業
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
し
、
緊
急

通
報
装
置
を
貸
与
し
、
当
該
高
齢

者
等
の
急
病
や
災
害
等
の
緊
急
時

に
、
あ
ら
か
じ
め
組
織
さ
れ
た
地

域
支
援
体
制
等
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
平
成
二
年
四
月
か
ら
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
は
お

お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
な
ど
で
、
所
得
に
よ
る
制
限

等
は
な
く
無
料
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
 

（
問
）
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
 

世
帯
数
及
び
加
入
世
帯
数
は
？
 

（
住
民
生
活
部
長
）
千
五
百
三
十

五
世
帯
（
平
成
十
七
年
度
国
勢
調

査
時
）
で
、
平
成
二
十
年
度
の
実

際
の
利
用
者
数
は
九
十
世
帯
で
す
。
 

（
問
）
利
用
者
数
が
対
象
と
な
る

世
帯
数
の
六
％
に
も
満
た
な
い
よ

う
で
す
が
、
住
民
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
福
祉
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
る
「
高
齢
者
福
祉

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
中
で
紹
介
し

て
い
る
ほ
か
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
の
老
人
部
会
に
毎
年
参
加
し

担
当
地
域
で
該
当
さ
れ
る
方
が
お

ら
れ
た
場
合
は
、
積
極
的
に
当
制

度
を
勧
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

ま
た
、
自
治
会
や
小
地
域
福
祉
会

等
の
出
前
講
座
の
際
に
も
、
こ
の

制
度
の
周
知
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

（
問
）
町
内
の
対
象
者
と
思
わ
れ

る
方
々
は
も
と
よ
り
高
齢
者
で
あ

っ
て
も
近
親
者
等
と
同
居
の
方
な

ど
は
、
こ
の
制
度
を
知
ら
な
い
よ

う
だ
。
同
居
の
子
ど
も
さ
ん
が
職

場
に
行
き
、
奥
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と

出
か
け
た
直
後
に
御
主
人
の
体
調

が
激
変
し
て
電
話
を
か
け
る
こ
と

さ
え
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

例
が
近
隣
で
続
け
て
二
件
お
き
た
。

こ
の
方
々
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
加
入
条
件

を
設
け
ず
、
希
望
す
れ
ば
誰
で
も

加
入
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
望
む
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
今
後
ま
す
ま

す
増
え
て
い
く
高
齢
者
の
安
全
確

保
に
は
有
効
な
制
度
と
認
識
し
て

お
り
、
地
域
に
密
着
し
た
民
生
児

童
委
員
を
中
心
に
、
こ
の
制
度
の

理
解
と
認
知
度
を
高
め
る
よ
う
こ

れ
ま
で
以
上
に
普
及
促
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

緊急通報装置は「心のささえ」

下水道工事

「介護ボランティア制度」で 
　　　　介護予防の充実を 
 

飯　�　昭　二  議員 

（
問
）
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

夫
婦
の
み
の
世
帯
数
が
増
加
し
、

家
族
介
護
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
介
護
保
険

制
度
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
と

し
て
、
市
町
村
の
裁
量
に
よ
り
「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を

推
進
す
る
事
業
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
制
度
の
認
識
と
評
価

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
貢
献
や
社

会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
が
よ
り
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
、
暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化

を
迎
え
て
い
く
な
か
で
、
必
要
な

も
の
と
認
識
し
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。
 

 （
問
）
ポ
イ
ン
ト
制
に
よ
る
「
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の

導
入
推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
こ
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
事
業
概
要
も
介
護
予

防
と
い
う
観
点
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
早
急
に
介
護

保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
。
 

         

 「
担
い
手
の
農
地
集
積
の
促
進
」

　
　
　
　
で
農
地
の
有
効
利
用
を
 

 （
問
）
農
業
の
担
い
手
不
足
が
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
可
能
な

食
糧
供
給
を
可
能
に
し
、
担
い
手

へ
の
農
業
集
積
を
促
進
す
る
「
農

業
集
積
加
速
化
事
業
」
に
つ
い
て

の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

 （
都
市
建
設
部
長
）
こ
の
事
業
は
、

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
は
か
る

た
め
、
小
規
模
農
家
、
高
齢
農
家

な
ど
の
農
地
の
所
有
者
が
安
心
し

て
農
地
を
委
ね
、
そ
の
農
地
が
担

い
手
に
対
し
て
面
的
に
ま
と
ま
っ

た
形
で
集
積
さ
れ
る
取
組
み
を
加

速
化
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
、
交
付
金
の

具
体
的
な
交
付
要
件
等
の
詳
し
い

内
容
が
決
ま
り
次
第
、
事
業
の
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
レ
ジ
袋
削
減
と
レ
ジ
袋
有
料
化
 

※
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
・
リ
ス

ト
の
状
況
と
活
用
に
つ
い
て
 

※
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
 

※
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
 

※
農
業
体
験
農
園
に
つ
い
て
 

（
問
）
私
は
平
成
十
四
年
十
二
月

議
会
で
、
総
額
四
百
億
円
以
上
も

か
か
る
公
共
下
水
道
事
業
の
町
民

の
受
益
者
負
担
の
条
例
に
賛
成
し

た
議
員
の
一
人
で
す
。
小
城
町
長

が
町
民
に
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
負

担
を
課
せ
る
か
ら
に
は
、
町
も
下

水
道
事
業
費
を
削
減
す
る
た
め
、

下
水
道
工
事
の
落
札
率
を
下
げ
る

努
力
を
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
民
に
は

重
い
負
担
を
課
せ
な
が
ら
、
町
は

全
く
自
助
努
力
を
せ
ず
、
相
変
わ

ら
ず
高
い
落
札
率
。
私
が
議
会
で

指
摘
し
て
も
、
副
町
長
が
地
元
業

者
の
育
成
と
公
言
。
こ
れ
で
は
、

私
が
下
水
道
の
条
例
に
賛
成
し
た

意
味
合
い
と
は
全
く
違
う
し
、
町

民
が
怒
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
 

町
は
、
下
水
道
は
町
民
の
協
力
な

し
に
は
で
き
な
い
事
業
と
位
置
付

け
、
公
共
事
業
の
計
画
段
階
か
ら

町
民
の
声
を
聞
い
て
、
事
業
に
反

映
さ
せ
る
制
度
を
公
共
下
水
道
事

業
に
導
入
し
て
い
る
と
い
う
が
、

い
つ
導
入
し
た
の
で
す
か
。
 

 （
上
下
水
道
部
長
）
平
成
十
七
年

か
ら
で
す
。
 

 （
問
）
住
民
の
声
を
聞
い
て
下
水

道
の
計
画
を
す
る
と
い
う
の
な
ら
、

下
水
道
工
事
に
着
手
す
る
平
成
三

年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
。

結
局
、
町
が
業
者
に
委
託
し
て
計

画
を
進
め
、
そ
の
後
下
水
道
の
条

例
を
議
会
に
提
案
。
そ
し
て
全
て

が
決
ま
っ
て
か
ら
最
後
に
町
民
の

声
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
は
、
公

共
下
水
道
が
町
民
の
視
点
に
立
っ

て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

こ
の
ま
ま
下
水
道
本
管
や
公
共
ま

す
を
施
工
し
て
も
、
町
の
借
金
を

増
や
す
だ
け
で
す
。
 

　
平
成
十
四
年
十
二
月
議
会
で
、

小
城
町
長
が
町
民
の
受
益
者
負
担

を
提
案
し
、
議
会
が
満
場
一
致
で

承
認
し
た
が
、
今
後
町
民
の
視
点

に
立
ち
戻
り
公
共
下
水
道
を
推
進

す
る
に
は
、
加
入
負
担
金
条
例
の

撤
廃
や
下
水
道
条
例
を
見
直
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
小
城
町
長

の
見
解
を
問
い
ま
す
。
 

 （
町
長
）
条
例
は
議
会
で
承
認
さ

れ
た
の
で
変
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

下
水
道
工
事
の
落
札
率
を
下
げ
れ

ば
、
下
水
道
加
入
負
担
金
の
財
源

は
確
保
で
き
る
と
言
わ
れ
る
が
、

そ
れ
は
別
の
話
で
す
。
 

 （
問
）
た
と
え
議
会
が
承
認
し
て

も
、
そ
の
条
例
が
町
民
の
視
点
に

立
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
当
然
議
会

で
審
議
し
直
し
、
町
民
の
た
め
に

公
共
下
水
道
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
に
も
、
条
例
を
見
直
す
べ
き

で
す
。
 

  

町立図書館の 
　　　祝日閉館について 
 

加入負担金条例の撤廃を 

西　谷　剛　周  議員 
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一 般 質 問町政ここが聞きたい



惣明墓地の管理について 
そう  めい 

中　川　靖　広  議員 

 
斑
鳩
町
の 

　
　
ご
み
事
情
に
つ
い
て 
 

小　林　　　誠  議員 

今後どのように 
　　　歳入を増やすのか 
 

伴　　　吉　晴 議員 

（
問
）
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た

現
在
、
歳
入
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
。
 

　
ど
の
よ
う
に
今
後
の
町
財
政
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

 （
総
務
部
長
）
町
予
算
に
お
け
る

歳
入
は
、
昨
年
か
ら
の
景
気
低
迷

に
よ
り
、
そ
の
新
た
な
方
策
に
つ

い
て
は
非
常
に
難
し
い
局
面
を
迎

え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
あ
る

が
、
現
在
整
備
中
で
あ
る
、
い
か

る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
や
法
隆
寺
線

整
備
事
業
に
よ
り
基
幹
道
路
が
完

成
す
る
と
、
市
街
化
区
域
内
の
大

規
模
空
閑
地
等
に
つ
い
て
は
開
発

の
期
待
が
出
て
く
る
。
こ
の
土
地

利
用
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

宅
の
建
設
に
よ
る
人
口
の
増
加
に

よ
り
各
種
税
の
増
加
や
店
舗
の
増

加
な
ど
に
よ
る
法
人
町
民
税
の
増

加
な
ど
の
期
待
が
持
て
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
問
）
一
例
と
し
て
基
幹
道
路
の

整
備
に
伴
う
土
地
利
用
を
促
す
こ

と
に
よ
り
歳
入
の
増
加
を
考
え
て

い
る
の
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
に
、
観
光
に
よ
り
町
経
済

を
活
性
化
し
た
り
、
子
育
て
支
援

に
よ
り
若
い
現
役
世
代
に
住
ん
で

も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

 （
総
務
部
長
）
平
城
遷
都
一
三
〇

〇
年
記
念
事
業
を
契
機
に
、
奈
良

に
来
ら
れ
る
観
光
客
を
、
昨
年
完

成
し
た
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
な
ど
の

町
の
観
光
資
源
を
活
用
し
、
来
訪

者
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。
さ
ら

に
、
今
年
度
末
に
は
（
仮
称
）
文

化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
法
隆
寺
を
訪
れ
 

る
人
々
を
う
ま
く
誘
導
し
観
光
客
 

             の
増
加
を
図
り
、
町
税
の
増
加
に

つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
 

　
子
育
て
支
援
施
策
で
は
、
今
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
小
学
生
の

入
院
に
つ
い
て
の
医
療
費
助
成
や

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
助
成
の
充

実
が
、
若
い
世
代
の
定
住
に
結
び

つ
き
、
町
税
の
増
加
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
問
）
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
柔

軟
な
考
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
町
財

政
を
見
す
え
て
、
確
実
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
 
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
 

（
問
）
私
た
ち
の
税
金
で
処
理
さ

れ
て
い
る
、
各
ご
み
処
理
費
用
の

明
細
に
つ
い
て
伺
う
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
平
成
十
九
年

度
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
直
接
経

費
の
合
計
は
、
約
三
億
四
千
五
百

二
十
四
万
八
千
円
で
あ
る
。
種
類

別
で
は
、
可
燃
ご
み
は
約
二
億
一

千
七
百
九
十
五
万
二
千
円
、
不
燃

ご
み
は
約
四
千
八
百
六
十
二
万
九

千
円
、
粗
大
ご
み
は
約
一
千
七
百

八
十
三
万
八
千
円
、
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
約
四
千
五
百
二
十

八
万
四
千
円
、
ビ
ン
･
缶
類
は
約

一
千
百
九
十
一
万
六
千
円
、
有
害
･

危
険
な
ご
み
は
約
七
十
三
万
七
千

円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
約
二
百
八

十
七
万
円
、
食
品
ト
レ
イ
は
約
二

万
二
千
円
で
あ
る
。
 

 （
問
）
以
前
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

売
却
で
き
る
の
で
、
斑
鳩
町
と
し

て
売
却
し
、
財
源
に
充
て
る
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の

経
済
状
況
下
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の
か

伺
う
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
景
気
の
後
退

に
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
主
た
る

輸
入
先
で
あ
る
中
国
の
引
き
合
い

が
停
止
し
、
買
取
価
格
が
暴
落
し
、

独
自
ル
ー
ト
で
業
者
に
処
理
を
委

託
し
て
き
た
自
治
体
で
は
引
き
取

り
拒
否
に
直
面
す
る
事
態
が
生
じ

て
い
る
。
斑
鳩
町
で
は
、
価
格
の

高
騰
は
一
時
期
の
現
象
で
あ
る
と

判
断
し
、
一
貫
し
て
指
定
法
人
ル

ー
ト
で
処
理
し
て
い
る
。
現
在
に

お
い
て
も
処
理
委
託
料
は
無
料
で

あ
る
。
 

 （
問
）
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
、

ご
み
学
習
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。
 

 

（
教
育
長
）
昨
年
行
わ
れ
た
子
ど

も
模
擬
議
会
で
の
「
人
に
や
さ
し

い
町
・
環
境
に
や
さ
し
い
町
」
に

な
る
よ
う
に
、
町
民
が
参
加
し
や

す
い
活
動
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
提
案
を
受
け
、
五
月
三
十

日
に
行
わ
れ
た
、
い
か
る
が
の
里

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、

子
ど
も
た
ち
を
含
む
多
く
の
人
が

参
加
し
、
楽
し
い
行
事
と
な
っ
た
。
 

 （
問
）
斑
鳩
町
の
風
土
や
文
化
に

あ
っ
た
、
ご
み
減
量
の
シ
ス
テ
ム

を
作
る
に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
、
私
た
ち
住
民
が
今

後
、
比
較
で
き
る
、
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
提
供
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
ご
み
問
題
に
限
ら
ず
、

結
果
的
に
環
境
保
全
に
つ
な
が
る

行
動
が
、
楽
し
み
や
生
き
が
い
に

な
る
よ
う
な
、
楽
し
さ
を
発
見
で

き
る
斑
鳩
町
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
 

 

（
問
）
墓
地
の
管
理
は
誰
が
す
る

の
か
？
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
墓
地
の
経
営

許
可
や
管
理
に
つ
い
て
は
、
墓
地

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
管
理
に
つ
い
て
は
同
法
第
十
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
墓
地
経
営

者
が
管
理
者
を
置
き
、
墓
地
を
管

理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 （
問
）
惣
明
墓
地
を
長
年
管
理
し

て
い
た
だ
い
て
い
た
方
が
亡
く
な

ら
れ
、
管
理
組
織
も
な
い
た
め
、

関
係
自
治
会
で
協
議
し
、
管
理
者

を
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
第
十
二
条
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
管
理
者
の
住
所
、
氏
名
等
を

市
町
村
長
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
町
と
し
て
は
関
係

自
治
会
に
指
導
、
助
言
を
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
墓
地
の
経
営

者
は
管
理
者
を
置
き
、
管
理
者
の

住
所
、
氏
名
等
を
市
町
村
長
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
当

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
管
理
者

が
い
な
い
墓
地
の
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
管
理
者
を
置
き
、
適
正

に
管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
指

導
、
助
言
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ご
指
摘
の
墓
地
に
つ
い
て
は
、

地
縁
の
団
体
に
よ
る
墓
地
、
い
わ

ゆ
る
大
字
墓
地
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
関
係
す
る
自
治
会

が
経
営
主
体
と
な
り
、
そ
の
経
営

主
体
で
管
理
者
を
定
め
、
管
理
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
関
係
す
る
自
治
会
に
対
し
、

管
理
者
の
選
定
あ
る
い
は
適
正
な

経
営
に
つ
い
て
、
指
導
、
助
言
等

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
古
く
か
ら
存
在

す
る
墓
地
で
も
あ
り
、
関
係
す
る

自
治
会
も
当
町
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
現
時
点
で
完
全
に
把
握
し
き

れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
時
間

を
い
た
だ
き
、
調
査
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
 
町
道
の
管
理
に
つ
い
て
 

※
 
町
営
住
宅
の
申
込
み
書
類
の

　
　
簡
素
化
に
つ
い
て
 

※
 
町
営
住
宅
追
手
団
地
の
南
側

　
　
の
町
所
有
地
に
つ
い
て
 

 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

3
日（
木
）

4
日（
金
）

7
日（
月
）

8
日（
火
）

9
日（
水
）

１０
日（
木
）

１１
日（
金
）

１５
日（
火
）

１６
日（
水
）

１７
日（
木
）

２５
日（
金
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。
 

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

   　な
お
、
開
会
時
間
は
本
会
議
、

委
員
会
と
も
午
前
九
時
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
が
（
広
報

発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議

終
了
後
）
、
一
部
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

３１
日（
月
）

九
月
定
例
議
会
の
予
定

九
月
定
例
議
会
の
予
定 

9
月

8
月

そ
う
 

め
い
 

いかるがパークウェイ

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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惣明墓地の管理について 
そう  めい 

中　川　靖　広  議員 

 
斑
鳩
町
の 

　
　
ご
み
事
情
に
つ
い
て 

 

小　林　　　誠  議員 

今後どのように 
　　　歳入を増やすのか 
 

伴　　　吉　晴 議員 

（
問
）
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た

現
在
、
歳
入
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
る
。
 

　
ど
の
よ
う
に
今
後
の
町
財
政
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

 （
総
務
部
長
）
町
予
算
に
お
け
る

歳
入
は
、
昨
年
か
ら
の
景
気
低
迷

に
よ
り
、
そ
の
新
た
な
方
策
に
つ

い
て
は
非
常
に
難
し
い
局
面
を
迎

え
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
あ
る

が
、
現
在
整
備
中
で
あ
る
、
い
か

る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
や
法
隆
寺
線

整
備
事
業
に
よ
り
基
幹
道
路
が
完

成
す
る
と
、
市
街
化
区
域
内
の
大

規
模
空
閑
地
等
に
つ
い
て
は
開
発

の
期
待
が
出
て
く
る
。
こ
の
土
地

利
用
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

宅
の
建
設
に
よ
る
人
口
の
増
加
に

よ
り
各
種
税
の
増
加
や
店
舗
の
増

加
な
ど
に
よ
る
法
人
町
民
税
の
増

加
な
ど
の
期
待
が
持
て
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
問
）
一
例
と
し
て
基
幹
道
路
の

整
備
に
伴
う
土
地
利
用
を
促
す
こ

と
に
よ
り
歳
入
の
増
加
を
考
え
て

い
る
の
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
外
に
、
観
光
に
よ
り
町
経
済

を
活
性
化
し
た
り
、
子
育
て
支
援

に
よ
り
若
い
現
役
世
代
に
住
ん
で

も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。
 

 （
総
務
部
長
）
平
城
遷
都
一
三
〇

〇
年
記
念
事
業
を
契
機
に
、
奈
良

に
来
ら
れ
る
観
光
客
を
、
昨
年
完

成
し
た
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
な
ど
の

町
の
観
光
資
源
を
活
用
し
、
来
訪

者
の
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。
さ
ら

に
、
今
年
度
末
に
は
（
仮
称
）
文

化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
法
隆
寺
を
訪
れ
 

る
人
々
を
う
ま
く
誘
導
し
観
光
客
 

             の
増
加
を
図
り
、
町
税
の
増
加
に

つ
な
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
 

　
子
育
て
支
援
施
策
で
は
、
今
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
小
学
生
の

入
院
に
つ
い
て
の
医
療
費
助
成
や

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
助
成
の
充

実
が
、
若
い
世
代
の
定
住
に
結
び

つ
き
、
町
税
の
増
加
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
 

 （
問
）
幅
広
い
視
点
に
立
っ
て
柔

軟
な
考
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
町
財

政
を
見
す
え
て
、
確
実
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
 
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
 

（
問
）
私
た
ち
の
税
金
で
処
理
さ

れ
て
い
る
、
各
ご
み
処
理
費
用
の

明
細
に
つ
い
て
伺
う
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
平
成
十
九
年

度
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
直
接
経

費
の
合
計
は
、
約
三
億
四
千
五
百

二
十
四
万
八
千
円
で
あ
る
。
種
類

別
で
は
、
可
燃
ご
み
は
約
二
億
一

千
七
百
九
十
五
万
二
千
円
、
不
燃

ご
み
は
約
四
千
八
百
六
十
二
万
九

千
円
、
粗
大
ご
み
は
約
一
千
七
百

八
十
三
万
八
千
円
、
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
は
約
四
千
五
百
二
十

八
万
四
千
円
、
ビ
ン
･
缶
類
は
約

一
千
百
九
十
一
万
六
千
円
、
有
害
･

危
険
な
ご
み
は
約
七
十
三
万
七
千

円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
約
二
百
八

十
七
万
円
、
食
品
ト
レ
イ
は
約
二

万
二
千
円
で
あ
る
。
 

 （
問
）
以
前
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

売
却
で
き
る
の
で
、
斑
鳩
町
と
し

て
売
却
し
、
財
源
に
充
て
る
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の

経
済
状
況
下
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の
か

伺
う
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
景
気
の
後
退

に
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
主
た
る

輸
入
先
で
あ
る
中
国
の
引
き
合
い

が
停
止
し
、
買
取
価
格
が
暴
落
し
、

独
自
ル
ー
ト
で
業
者
に
処
理
を
委

託
し
て
き
た
自
治
体
で
は
引
き
取

り
拒
否
に
直
面
す
る
事
態
が
生
じ

て
い
る
。
斑
鳩
町
で
は
、
価
格
の

高
騰
は
一
時
期
の
現
象
で
あ
る
と

判
断
し
、
一
貫
し
て
指
定
法
人
ル

ー
ト
で
処
理
し
て
い
る
。
現
在
に

お
い
て
も
処
理
委
託
料
は
無
料
で

あ
る
。
 

 （
問
）
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
、

ご
み
学
習
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。
 

 

（
教
育
長
）
昨
年
行
わ
れ
た
子
ど

も
模
擬
議
会
で
の
「
人
に
や
さ
し

い
町
・
環
境
に
や
さ
し
い
町
」
に

な
る
よ
う
に
、
町
民
が
参
加
し
や

す
い
活
動
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
提
案
を
受
け
、
五
月
三
十

日
に
行
わ
れ
た
、
い
か
る
が
の
里

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、

子
ど
も
た
ち
を
含
む
多
く
の
人
が

参
加
し
、
楽
し
い
行
事
と
な
っ
た
。
 

 （
問
）
斑
鳩
町
の
風
土
や
文
化
に

あ
っ
た
、
ご
み
減
量
の
シ
ス
テ
ム

を
作
る
に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
、
私
た
ち
住
民
が
今

後
、
比
較
で
き
る
、
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
る
情
報
提
供
を
要
望
す

る
。
ま
た
、
ご
み
問
題
に
限
ら
ず
、

結
果
的
に
環
境
保
全
に
つ
な
が
る

行
動
が
、
楽
し
み
や
生
き
が
い
に

な
る
よ
う
な
、
楽
し
さ
を
発
見
で

き
る
斑
鳩
町
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
 

 

（
問
）
墓
地
の
管
理
は
誰
が
す
る

の
か
？
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
墓
地
の
経
営

許
可
や
管
理
に
つ
い
て
は
、
墓
地

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
 

　
管
理
に
つ
い
て
は
同
法
第
十
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
墓
地
経
営

者
が
管
理
者
を
置
き
、
墓
地
を
管

理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

 （
問
）
惣
明
墓
地
を
長
年
管
理
し

て
い
た
だ
い
て
い
た
方
が
亡
く
な

ら
れ
、
管
理
組
織
も
な
い
た
め
、

関
係
自
治
会
で
協
議
し
、
管
理
者

を
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
第
十
二
条
に
定
め
ら
れ
て
い

る
、
管
理
者
の
住
所
、
氏
名
等
を

市
町
村
長
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
町
と
し
て
は
関
係

自
治
会
に
指
導
、
助
言
を
す
る
義

務
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
墓
地
の
経
営

者
は
管
理
者
を
置
き
、
管
理
者
の

住
所
、
氏
名
等
を
市
町
村
長
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
当

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
管
理
者

が
い
な
い
墓
地
の
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
管
理
者
を
置
き
、
適
正

に
管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
指

導
、
助
言
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
ご
指
摘
の
墓
地
に
つ
い
て
は
、

地
縁
の
団
体
に
よ
る
墓
地
、
い
わ

ゆ
る
大
字
墓
地
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
関
係
す
る
自
治
会

が
経
営
主
体
と
な
り
、
そ
の
経
営

主
体
で
管
理
者
を
定
め
、
管
理
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
関
係
す
る
自
治
会
に
対
し
、

管
理
者
の
選
定
あ
る
い
は
適
正
な

経
営
に
つ
い
て
、
指
導
、
助
言
等

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
古
く
か
ら
存
在

す
る
墓
地
で
も
あ
り
、
関
係
す
る

自
治
会
も
当
町
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
現
時
点
で
完
全
に
把
握
し
き

れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
時
間

を
い
た
だ
き
、
調
査
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
 
町
道
の
管
理
に
つ
い
て
 

※
 
町
営
住
宅
の
申
込
み
書
類
の

　
　
簡
素
化
に
つ
い
て
 

※
 
町
営
住
宅
追
手
団
地
の
南
側

　
　
の
町
所
有
地
に
つ
い
て
 

 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

3
日（
木
）

4
日（
金
）

7
日（
月
）

8
日（
火
）

9
日（
水
）

１０
日（
木
）

１１
日（
金
）

１５
日（
火
）

１６
日（
水
）

１７
日（
木
）

２５
日（
金
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。
 

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

   　な
お
、
開
会
時
間
は
本
会
議
、

委
員
会
と
も
午
前
九
時
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
が
（
広
報

発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議

終
了
後
）
、
一
部
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

３１
日（
月
）

九
月
定
例
議
会
の
予
定

九
月
定
例
議
会
の
予
定 

9
月

8
月

そ
う
 

め
い
 

いかるがパークウェイ

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
の 

　
　
　
歩
行
浴
室
は
大
盛
況
」 
 

里 川 宜 志 子  議員 

特別職退職金の 
　　　　　　大幅削減を 
 

木　澤　正　男  議員 

（
問
）
現
在
六
期
目
と
な
る
町
長

の
、
今
期
の
退
職
金
見
込
み
額
は

い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
副
町
長
、

教
育
長
も
四
年
で
退
職
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
の
で
併
せ
て
お
た
ず
ね

し
ま
す
。
 

 （
町
長
）
町
長
の
今
期
の
退
職
金

は
一
千
五
百
三
十
万
八
千
八
百
円

で
す
。
五
期
目
よ
り
も
約
二
百
六

十
万
円
、
四
期
目
よ
り
も
約
三
百

八
十
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
副
町
長
は
八
百
四
十
一
万

四
千
三
百
四
十
円
、
教
育
長
は
五

百
四
十
七
万
二
千
円
で
す
。
 

（
問
）
月
額
給
与
カ
ッ
ト
に
よ
り
、

そ
の
分
退
職
金
も
減
っ
て
い
ま
す

が
、
一
般
職
の
職
員
が
三
十
五
年

以
上
勤
務
し
て
、
受
け
取
る
退
職

金
の
平
均
金
額
が
二
千
九
百
万
円

で
す
。
そ
れ
が
町
長
だ
と
二
期
八

年
や
っ
た
だ
け
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
、
ど
う
考
え
て
も
多

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
 

 （
町
長
）
確
か
に
一
般
職
の
職
員

に
比
べ
る
と
金
額
は
多
い
で
す
が
、

退
職
金
は
そ
の
職
責
に
対
す
る
報

酬
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の

職
務
･
職
責
を
遂
行
し
た
者
へ
の

退
職
後
の
生
活
保
障
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
果
た
す
べ

き
職
務
の
重
要
性
、
責
任
の
重
さ

の
違
い
を
考
慮
せ
ず
に
、
選
挙
に

選
ば
れ
て
住
民
か
ら
信
託
を
受
け

た
町
長
と
一
般
職
の
職
員
の
退
職

金
を
単
に
比
較
す
る
の
は
適
当
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

 （
問
）
私
は
月
額
給
与
に
つ
い
て

は
、
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
妥
当

な
額
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
退
職
後
に
つ
い
て
は

別
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
正
職
員
が
減
り
、
 

臨
時
職
員
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
 

        ま
す
が
、
先
日
、
「
重
責
を
担
う

幼
稚
園
の
園
長
が
臨
時
職
員
と
い

う
位
置
づ
け
で
い
い
の
で
す
か
」

と
お
た
ず
ね
し
た
際
に
、
教
育
長

は
、
「
臨
時
職
員
な
の
で
当
然
給

料
は
下
が
っ
て
い
る
が
任
命
を
受

け
た
以
上
は
職
責
を
ま
っ
と
う
し

て
い
た
だ
く
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
は
職
責
の
重
さ
か
ら

当
然
の
報
酬
だ
と
言
い
、
他
方
で

は
職
責
に
見
合
っ
た
報
酬
を
補
償

せ
ず
責
任
だ
け
を
押
し
付
け
る
。

私
は
町
の
答
弁
は
矛
盾
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
 

　
町
長
は
、
今
後
退
職
金
を
大
幅

に
減
ら
す
提
案
を
、
退
職
金
組
合

等
で
行
っ
て
い
く
と
い
う
心
づ
も

り
は
な
い
で
す
か
。
 

 （
町
長
）
全
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
 

 

通学路の 
　　　安全確保について 
 

浦　野　圭　司  議員 

（
問
）
総
合
保
健
福
祉
会
館
（
生

き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
）
に
あ
る
歩

行
浴
室
は
、
当
初
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
や
め
て
い

た
の
に
、
特
殊
機
械
浴
室
が
そ
の

ま
ま
設
計
さ
れ
て
い
た
の
を
、
設

計
変
更
を
要
望
し
、
実
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
 

　
歩
行
浴
室
の
利
用
者
は
多
く
て
、

あ
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
そ
の
反
面
、
介
護
保
険

に
は
適
用
し
な
い
介
助
浴
室
に
つ

い
て
は
、
予
想
ど
お
り
利
用
が
極

端
に
少
な
い
。
 

　
で
き
た
ば
か
り
の
施
設
だ
が
、

歩
行
浴
室
を
広
く
す
る
よ
う
な
改

築
は
で
き
な
い
も
の
か
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
が
、
水
中
歩
行
に
よ

る
運
動
機
能
回
復
、
維
持
の
た
め

の
目
的
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
十

二
月
か
ら
開
始
し
、
そ
の
月
は
八

十
一
名
の
利
用
で
し
た
が
、
四
月

に
は
一
八
六
名
の
利
用
と
な
っ
て

お
り
、
日
ご
と
に
利
用
者
が
増
え

て
い
る
状
況
で
、
そ
の
効
果
を
実

感
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
隣
接
し
て
い
る
介
助
浴

室
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
延

べ
十
一
名
の
利
用
が
あ
り
、
広
い

と
こ
ろ
で
ゆ
っ
く
り
入
浴
で
き
る

と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
こ
と
か

ら
、
当
面
は
、
大
き
な
改
造
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
歩
行
浴

室
や
介
助
浴
室
の
利
用
状
況
を
見

る
中
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
利
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 （
問
）
非
常
に
消
極
的
な
姿
勢
で

あ
る
。
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
「
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き

の
里
」
を
開
放
す
る
事
業
も
平
日

に
行
っ
て
い
る
が
、
同
じ
く
平
日

に
運
営
し
て
い
る
介
助
浴
室
の
利

用
が
少
な
い
こ
と
を
考
え
て
、
も

っ
と
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
既

存
の
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
、

土
曜
や
日
曜
の
午
前
中
に
開
放
す

る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
医
療
で
も
介
護
保

険
で
も
「
予
防
、
予
防
」
を
言
う

の
な
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
施
策
を

行
い
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
の
拠

点
と
し
て
の
施
設
の
充
実
と
、
施

策
の
展
開
が
重
要
で
あ
り
、
町
の

積
極
的
な
姿
勢
が
問
わ
れ
る
問
題

で
あ
る
。
 

 

（
問
）
町
内
の
通
学
路
は
長
年
の

歴
史
と
と
も
に
各
地
域
に
形
成
さ

れ
て
来
た
が
、
そ
の
安
全
性
確
保

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
 

（
教
育
長
）
通
学
路
の
設
定
は
各

校
長
が
保
護
者
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協

議
し
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
横

断
歩
道
･
信
号
機
･
歩
道
橋
が
設

置
さ
れ
て
い
る
か
等
検
討
し
、
設

定
し
て
い
る
。
 

（
問
）
龍
田
西
地
区
チ
サ
ン
マ
ン

シ
ョ
ン
周
辺
の
学
童
の
通
学
路
は
 

特
に
危
険
な
も
の
で
す
が
、
改
善

策
は
。
 

（
教
育
長
）
河
藪
橋
か
ら
北
庄
へ

の
間
は
通
学
時
間
帯
に
通
り
抜
け

車
両
も
多
い
の
で
、
交
通
規
制
の

看
板
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
も

地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら

安
心
で
き
る
通
学
路
に
し
て
い
く
。
 

             　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　
　
　
有
効
活
用
に
つ
い
て
 

 （
問
）
町
内
を
巡
回
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
特
に
高
齢

者
の
方
々
が
移
動
さ
れ
る
の
に
一

役
を
担
っ
て
い
る
が
、
バ
ス
停
が

遠
い
等
の
理
由
で
、
こ
れ
を
利
用

し
に
く
い
町
民
も
お
ら
れ
ま
す
。

ル
ー
ト
の
見
直
し
等
利
用
率
改
善

策
は
。
 

（
総
務
部
長
）
平
成
十
二
年
度
に

試
行
運
転
を
開
始
し
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
考
慮
し
て
、
ル
ー
ト
や

停
留
所
を
設
定
し
て
来
た
。
約
九

年
が
経
過
し
、
利
用
者
も
増
加
し

て
い
る
。
道
路
状
況
や
経
費
面
か

ら
現
状
に
て
定
着
し
て
い
く
。
 

 　
竜
田
公
園
の

　
　
　
　
紅
葉
復
活
に
つ
い
て
 

 （
問
）
竜
田
の
も
み
じ
は
古
来
か

ら
人
々
の
心
に
潤
い
を
与
え
て
き

た
景
勝
地
で
し
た
が
、
今
は
そ
の

姿
も
様
変
り
し
、
周
辺
住
民
は
こ

れ
を
復
活
し
て
行
こ
う
と
自
ら
草

刈
り
を
し
、
も
み
じ
の
植
樹
を
し

て
い
ま
す
。
県
や
町
の
考
え
方
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
竜
田
公
園
の

紅
葉
は
環
境
の
変
化
や
温
暖
化
の

影
響
で
色
づ
き
が
悪
く
な
っ
て
い

る
。
近
隣
住
民
有
志
の
方
々
が
紅

葉
を
守
る
会
を
結
成
さ
れ
、
活
動

さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
県
も
管
理

者
と
し
て
こ
の
活
動
に
協
力
し
て

い
く
と
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て

も
適
正
な
公
園
管
理
を
県
に
要
望

し
て
い
く
。
 

 

議会を傍聴してみませんか！ 
　斑鳩町議会では、「開かれた議会」をめざしています。
みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのような
発言をし、行政はどう答えているのか、みなさんご自
身でお確かめください。 
　また、会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩町立図書
館でも閲覧できます。 

みなさんのご意見やご要望をお寄せください。
〒６３６-０１９８ 
斑鳩町法隆寺西３-７-１２ 
斑鳩町議会事務局 
TEL　７４-１００１ 
FAX　７４-１０１１ 

（宛　先） 

生き生きプラザ斑鳩の歩行浴室

河藪橋付近の通学風景

議会は役
場3階で

す

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
の 

　
　
　
歩
行
浴
室
は
大
盛
況
」 

 

里 川 宜 志 子  議員 

特別職退職金の 
　　　　　　大幅削減を 
 

木　澤　正　男  議員 

（
問
）
現
在
六
期
目
と
な
る
町
長

の
、
今
期
の
退
職
金
見
込
み
額
は

い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
副
町
長
、

教
育
長
も
四
年
で
退
職
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
の
で
併
せ
て
お
た
ず
ね

し
ま
す
。
 

 （
町
長
）
町
長
の
今
期
の
退
職
金

は
一
千
五
百
三
十
万
八
千
八
百
円

で
す
。
五
期
目
よ
り
も
約
二
百
六

十
万
円
、
四
期
目
よ
り
も
約
三
百

八
十
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
副
町
長
は
八
百
四
十
一
万

四
千
三
百
四
十
円
、
教
育
長
は
五

百
四
十
七
万
二
千
円
で
す
。
 

（
問
）
月
額
給
与
カ
ッ
ト
に
よ
り
、

そ
の
分
退
職
金
も
減
っ
て
い
ま
す

が
、
一
般
職
の
職
員
が
三
十
五
年

以
上
勤
務
し
て
、
受
け
取
る
退
職

金
の
平
均
金
額
が
二
千
九
百
万
円

で
す
。
そ
れ
が
町
長
だ
と
二
期
八

年
や
っ
た
だ
け
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
、
ど
う
考
え
て
も
多

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
 

 （
町
長
）
確
か
に
一
般
職
の
職
員

に
比
べ
る
と
金
額
は
多
い
で
す
が
、

退
職
金
は
そ
の
職
責
に
対
す
る
報

酬
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の

職
務
･
職
責
を
遂
行
し
た
者
へ
の

退
職
後
の
生
活
保
障
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
果
た
す
べ

き
職
務
の
重
要
性
、
責
任
の
重
さ

の
違
い
を
考
慮
せ
ず
に
、
選
挙
に

選
ば
れ
て
住
民
か
ら
信
託
を
受
け

た
町
長
と
一
般
職
の
職
員
の
退
職

金
を
単
に
比
較
す
る
の
は
適
当
で

は
な
い
と
考
え
ま
す
。
 

 （
問
）
私
は
月
額
給
与
に
つ
い
て

は
、
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
妥
当

な
額
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
退
職
後
に
つ
い
て
は

別
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
正
職
員
が
減
り
、
 

臨
時
職
員
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
 

        ま
す
が
、
先
日
、
「
重
責
を
担
う

幼
稚
園
の
園
長
が
臨
時
職
員
と
い

う
位
置
づ
け
で
い
い
の
で
す
か
」

と
お
た
ず
ね
し
た
際
に
、
教
育
長

は
、
「
臨
時
職
員
な
の
で
当
然
給

料
は
下
が
っ
て
い
る
が
任
命
を
受

け
た
以
上
は
職
責
を
ま
っ
と
う
し

て
い
た
だ
く
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
は
職
責
の
重
さ
か
ら

当
然
の
報
酬
だ
と
言
い
、
他
方
で

は
職
責
に
見
合
っ
た
報
酬
を
補
償

せ
ず
責
任
だ
け
を
押
し
付
け
る
。

私
は
町
の
答
弁
は
矛
盾
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
 

　
町
長
は
、
今
後
退
職
金
を
大
幅

に
減
ら
す
提
案
を
、
退
職
金
組
合

等
で
行
っ
て
い
く
と
い
う
心
づ
も

り
は
な
い
で
す
か
。
 

 （
町
長
）
全
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
 

 

通学路の 
　　　安全確保について 
 

浦　野　圭　司  議員 

（
問
）
総
合
保
健
福
祉
会
館
（
生

き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
）
に
あ
る
歩

行
浴
室
は
、
当
初
の
計
画
に
は
な

か
っ
た
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
や
め
て
い

た
の
に
、
特
殊
機
械
浴
室
が
そ
の

ま
ま
設
計
さ
れ
て
い
た
の
を
、
設

計
変
更
を
要
望
し
、
実
現
し
た
も

の
で
あ
る
。
 

　
歩
行
浴
室
の
利
用
者
は
多
く
て
、

あ
の
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
そ
の
反
面
、
介
護
保
険

に
は
適
用
し
な
い
介
助
浴
室
に
つ

い
て
は
、
予
想
ど
お
り
利
用
が
極

端
に
少
な
い
。
 

　
で
き
た
ば
か
り
の
施
設
だ
が
、

歩
行
浴
室
を
広
く
す
る
よ
う
な
改

築
は
で
き
な
い
も
の
か
。
 

 （
住
民
生
活
部
長
）
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
が
、
水
中
歩
行
に
よ

る
運
動
機
能
回
復
、
維
持
の
た
め

の
目
的
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
十

二
月
か
ら
開
始
し
、
そ
の
月
は
八

十
一
名
の
利
用
で
し
た
が
、
四
月

に
は
一
八
六
名
の
利
用
と
な
っ
て

お
り
、
日
ご
と
に
利
用
者
が
増
え

て
い
る
状
況
で
、
そ
の
効
果
を
実

感
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
隣
接
し
て
い
る
介
助
浴

室
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
延

べ
十
一
名
の
利
用
が
あ
り
、
広
い

と
こ
ろ
で
ゆ
っ
く
り
入
浴
で
き
る

と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
こ
と
か

ら
、
当
面
は
、
大
き
な
改
造
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
歩
行
浴

室
や
介
助
浴
室
の
利
用
状
況
を
見

る
中
で
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
利
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 （
問
）
非
常
に
消
極
的
な
姿
勢
で

あ
る
。
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
「
ふ

れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き

の
里
」
を
開
放
す
る
事
業
も
平
日

に
行
っ
て
い
る
が
、
同
じ
く
平
日

に
運
営
し
て
い
る
介
助
浴
室
の
利

用
が
少
な
い
こ
と
を
考
え
て
、
も

っ
と
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、
既

存
の
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
、

土
曜
や
日
曜
の
午
前
中
に
開
放
す

る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
医
療
で
も
介
護
保

険
で
も
「
予
防
、
予
防
」
を
言
う

の
な
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
施
策
を

行
い
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
の
拠

点
と
し
て
の
施
設
の
充
実
と
、
施

策
の
展
開
が
重
要
で
あ
り
、
町
の

積
極
的
な
姿
勢
が
問
わ
れ
る
問
題

で
あ
る
。
 

 

（
問
）
町
内
の
通
学
路
は
長
年
の

歴
史
と
と
も
に
各
地
域
に
形
成
さ

れ
て
来
た
が
、
そ
の
安
全
性
確
保

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
 

（
教
育
長
）
通
学
路
の
設
定
は
各

校
長
が
保
護
者
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協

議
し
、
安
全
確
保
を
最
優
先
に
横

断
歩
道
･
信
号
機
･
歩
道
橋
が
設

置
さ
れ
て
い
る
か
等
検
討
し
、
設

定
し
て
い
る
。
 

（
問
）
龍
田
西
地
区
チ
サ
ン
マ
ン

シ
ョ
ン
周
辺
の
学
童
の
通
学
路
は
 

特
に
危
険
な
も
の
で
す
が
、
改
善

策
は
。
 

（
教
育
長
）
河
藪
橋
か
ら
北
庄
へ

の
間
は
通
学
時
間
帯
に
通
り
抜
け

車
両
も
多
い
の
で
、
交
通
規
制
の

看
板
を
設
置
し
て
い
る
。
今
後
も

地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら

安
心
で
き
る
通
学
路
に
し
て
い
く
。
 

             　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　
　
　
有
効
活
用
に
つ
い
て
 

 （
問
）
町
内
を
巡
回
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
特
に
高
齢

者
の
方
々
が
移
動
さ
れ
る
の
に
一

役
を
担
っ
て
い
る
が
、
バ
ス
停
が

遠
い
等
の
理
由
で
、
こ
れ
を
利
用

し
に
く
い
町
民
も
お
ら
れ
ま
す
。

ル
ー
ト
の
見
直
し
等
利
用
率
改
善

策
は
。
 

（
総
務
部
長
）
平
成
十
二
年
度
に

試
行
運
転
を
開
始
し
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
考
慮
し
て
、
ル
ー
ト
や

停
留
所
を
設
定
し
て
来
た
。
約
九

年
が
経
過
し
、
利
用
者
も
増
加
し

て
い
る
。
道
路
状
況
や
経
費
面
か

ら
現
状
に
て
定
着
し
て
い
く
。
 

 　
竜
田
公
園
の

　
　
　
　
紅
葉
復
活
に
つ
い
て
 

 （
問
）
竜
田
の
も
み
じ
は
古
来
か

ら
人
々
の
心
に
潤
い
を
与
え
て
き

た
景
勝
地
で
し
た
が
、
今
は
そ
の

姿
も
様
変
り
し
、
周
辺
住
民
は
こ

れ
を
復
活
し
て
行
こ
う
と
自
ら
草

刈
り
を
し
、
も
み
じ
の
植
樹
を
し

て
い
ま
す
。
県
や
町
の
考
え
方
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
竜
田
公
園
の

紅
葉
は
環
境
の
変
化
や
温
暖
化
の

影
響
で
色
づ
き
が
悪
く
な
っ
て
い

る
。
近
隣
住
民
有
志
の
方
々
が
紅

葉
を
守
る
会
を
結
成
さ
れ
、
活
動

さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
県
も
管
理

者
と
し
て
こ
の
活
動
に
協
力
し
て

い
く
と
さ
れ
て
お
り
、
町
と
し
て

も
適
正
な
公
園
管
理
を
県
に
要
望

し
て
い
く
。
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休
ま
ず
、前
へ 

　
　
実
現
に
向
か
う 
 

宮　�　和　彦  議員 

住みよい斑鳩を目指すため 
　　　自治会に対する 
　　　　　支援の拡充を 
 辻　　　善　次  議員 

（
問
）
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち

の
方
が
地
域
の
中
で
暮
ら
し
や
す

く
す
る
た
め
、
ま
た
災
害
や
多
発

す
る
犯
罪
に
備
え
て
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
の
連
携
を
深
め

る
た
め
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ふ
れ

あ
え
る
地
域
集
会
所
の
充
実
は
自

治
会
運
営
の
活
性
化
に
役
立
つ
と

考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域

集
会
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
す

る
補
助
率
を
現
行
の
二
分
の
一
か

ら
三
分
の
二
に
ア
ッ
プ
し
て
は
ど

う
か
。
 

 （
総
務
部
長
）
高
齢
化
率
の
上
昇

は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、

福
祉
施
策
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
総
合
的
に
勘
案
す
る
中

で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
よ
る
補
助

率
、
及
び
補
助
対
象
の
基
準
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
 

 （
問
）
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
、
地
域
集
会
所
の
い
す
等
、

備
品
購
入
に
対
し
て
補
助
を
し
て

は
ど
う
か
。
 

 （
総
務
部
長
）
備
品
購
入
に
対
し

て
は
補
助
対
象
外
で
、
備
品
の
範

囲
な
ど
も
含
め
、
他
の
市
町
村
の

現
状
等
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の

充
実
の
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
く
。
 

 （
問
）
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
の
軽
減
の

た
め
、
防
犯
灯
に
対
す
る
補
助
金

を
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。
 

 （
総
務
部
長
）
当
町
の
防
犯
灯
維

持
管
理
の
補
助
制
度
は
周
辺
町
と

比
較
し
て
も
充
実
し
て
お
り
、
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
予
定
し
て
い

な
い
が
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
に

対
処
し
て
い
き
た
い
。
 

 （
問
）
地
域
の
活
性
が
な
く
て
は
、

斑
鳩
町
の
活
性
が
な
い
も
の
と
考

え
る
。
こ
れ
か
ら
も
今
以
上
に
地

域
の
活
性
化
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。
 

 　
安
全
で
安
心
し
て

　
　
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
を
 

 （
問
）
町
内
四
十
．
八
％
に
あ
た

る
約
四
千
二
百
戸
に
送
水
し
て
い

る
上
水
道
施
設
（
配
水
タ
ン
ク
）

の
危
機
管
理
と
今
後
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
 

 （
上
下
水
道
部
長
）
危
機
管
理
に

つ
い
て
は
、
断
水
範
囲
が
極
力
小

規
模
で
お
さ
ま
る
よ
う
管
網
整
備

と
配
水
タ
ン
ク
を
適
正
に
管
理
を

し
て
い
る
。
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
最

適
地
の
選
定
に
あ
た
る
と
と
も
に

施
設
の
構
造
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
。
 

 

（
問
）
三
代
川
の
改
修
は
、
い
つ

終
わ
る
の
か
。
 

 （
都
市
建
設
部
長
）
新
家
地
区
の

改
修
部
分
か
ら
上
流
の
Ｊ
Ｒ
踏
切

付
近
ま
で
約
二
百
メ
ー
ト
ル
は
、

用
地
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

昨
年
度
一
件
の
建
物
補
償
契
約
等

が
行
わ
れ
、
今
年
度
中
に
建
物
が

解
体
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ｒ
踏

切
か
ら
上
流
は
、
私
道
の
橋
梁
が

占
用
し
て
お
り
、
河
川
管
理
上
好

ま
し
い
状
況
で
は
な
く
、
左
岸
側

に
管
理
用
通
路
有
効
幅
員
４
メ
ー

ト
ル
で
整
備
し
、
個
人
的
な
占
用

橋
を
な
く
す
計
画
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
家
屋
等
が
立
ち
並
ん
で
お

り
、
今
後
の
状
況
を
見
る
中
で
県

と
協
議
し
、
今
後
、
地
元
自
治
会

や
土
地
所
有
者
の
方
々
の
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

 

           （
問
）
国
道
二
五
号
中
宮
寺
前
の

交
差
点
、
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線

と
町
道
四
一
六
号
（
万
代
北
）
、

県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
（
万
代
南
）

バ
ス
停
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。
 

 （
都
市
建
設
部
長
）
国
道
二
五
号

中
宮
寺
前
の
交
差
点
で
す
が
、
県

道
天
理
斑
鳩
線
の
道
路
幅
員
が
せ

ま
く
、
交
通
量
も
多
く
、
路
線
バ

ス
も
通
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
も
交
差
点
改
良
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
関
係
地
権
者
の

方
に
、
ご
了
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。
 

　
次
に
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
と

町
道
四
一
六
号
の
交
差
点
、
交
通

信
号
機
設
置
及
び
緊
急
車
両
の
進

入
を
前
提
と
し
た
道
路
拡
幅
で
す

が
、
関
係
地
権
者
の
方
に
対
し
て

用
地
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
次
に
、
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線

の
歩
道
の
幅
員
確
保
と
そ
れ
に
伴

う
バ
ス
停
の
整
備
に
つ
い
て
、
歩

道
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
県
に
要

望
を
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
本
年

度
末
も
し
く
は
平
成
二
十
二
年
度

で
予
算
を
確
保
し
、
整
備
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
 

 
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
 

 （
問
）
史
跡
中
宮
寺
跡
に
ト
イ
レ

を
作
る
計
画
は
あ
る
の
で
す
か
。
 

（
教
育
長
）
新
基
本
構
想
に
入
っ

て
お
り
、
設
置
場
所
に
関
し
ま
し

て
は
、
史
跡
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
 

平
成
二
十
一
年
度
の
議
会
の
構
成
は
五
月
十
一
日
よ
り
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

議
　
長

副
議
長

中
西
　
和
夫

飯
�
　
昭
二

監
査
委
員

中
川
　
靖
広

委 員 会 名 称 構　成　委　員 委員会が担当する事項  

総務常任 
委員会 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

嶋田　善行  
伴　　吉晴  
紀　　良治  
西谷　剛周  
飯� 　昭二  
木澤　正男  

厚生常任 
委員会 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

里川宜志子  
辻　　善次  
小林　　誠  
吉野　俊明  
西谷　剛周  
飯� 　昭二  

建設水道 
常任委員会 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

浦野　圭司  
紀　　良治  
宮� 　和彦  
中川　靖広  
里川宜志子  
木田　守彦  

予算決算 
常任委員会 

 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

木田　守彦  
小林　　誠  
嶋田　善行  
浦野　圭司  
辻　　善次  
木澤　正男  

議会広報の編集、発行に関する事務をします。 

総務、厚生、建設水道の各常任委員会に関する事務
のうち、予算・決算に関する事務の調査をします。 

町の総合計画や行政改革、防災計画、文化振興財団、
財政計画、交付税、財産管理、固定資産税、町民税、
小・中学校、幼稚園、生涯学習に関すること等につ
いての調査や、議案・請願等の審査をします。 

保健事業、児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉、介
護保険、国民健康保険、ごみ問題、環境対策、住民
登録・戸籍に関すること等についての調査や、議案・
請願等の審査をします。 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観光イベント、町営
駐車場、商工業、農業、建築開発に伴う各種規制、
屋外広告、公園・緑地、駅前整備、都市計画道路、
公共下水道、上水道に関すること等についての調査や、
議案、請願等の審査をします。 

広報発行 
常任委員会 

議会運営 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

中川　靖広  
吉野　俊明  
宮� 　和彦  
伴　　吉晴  
飯� 　昭二  
 

嶋田　善行  
木澤　正男  
伴　　吉晴  
紀　　良治   
西谷　剛周  
飯� 　昭二  

定例議会の会期、議事日程や議事進行に関すること、
請願・陳情の処理に関すること、意見書の提出等議
会の対外的問題に関すること等、その他議会運営上
必要と認める事項や、他の委員会に属さない事項の
審査、調査をします。 

委員会の新しい構成をお知らせします。 

国道25号の中宮寺前交差点

一 般 質 問町政ここが聞きたい

!0!1 �����



 
休
ま
ず
、前
へ 

　
　
実
現
に
向
か
う 

 

宮　�　和　彦  議員 

住みよい斑鳩を目指すため 
　　　自治会に対する 
　　　　　支援の拡充を 
 辻　　　善　次  議員 

（
問
）
高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち

の
方
が
地
域
の
中
で
暮
ら
し
や
す

く
す
る
た
め
、
ま
た
災
害
や
多
発

す
る
犯
罪
に
備
え
て
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
の
連
携
を
深
め

る
た
め
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ふ
れ

あ
え
る
地
域
集
会
所
の
充
実
は
自

治
会
運
営
の
活
性
化
に
役
立
つ
と

考
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域

集
会
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
す

る
補
助
率
を
現
行
の
二
分
の
一
か

ら
三
分
の
二
に
ア
ッ
プ
し
て
は
ど

う
か
。
 

 （
総
務
部
長
）
高
齢
化
率
の
上
昇

は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
、

福
祉
施
策
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
総
合
的
に
勘
案
す
る
中

で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
よ
る
補
助

率
、
及
び
補
助
対
象
の
基
準
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
 

 （
問
）
高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
、
地
域
集
会
所
の
い
す
等
、

備
品
購
入
に
対
し
て
補
助
を
し
て

は
ど
う
か
。
 

 （
総
務
部
長
）
備
品
購
入
に
対
し

て
は
補
助
対
象
外
で
、
備
品
の
範

囲
な
ど
も
含
め
、
他
の
市
町
村
の

現
状
等
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の

充
実
の
観
点
か
ら
研
究
し
て
い
く
。
 

 （
問
）
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る

防
犯
灯
の
維
持
管
理
費
の
軽
減
の

た
め
、
防
犯
灯
に
対
す
る
補
助
金

を
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
。
 

 （
総
務
部
長
）
当
町
の
防
犯
灯
維

持
管
理
の
補
助
制
度
は
周
辺
町
と

比
較
し
て
も
充
実
し
て
お
り
、
引

き
上
げ
に
つ
い
て
は
予
定
し
て
い

な
い
が
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
に

対
処
し
て
い
き
た
い
。
 

 （
問
）
地
域
の
活
性
が
な
く
て
は
、

斑
鳩
町
の
活
性
が
な
い
も
の
と
考

え
る
。
こ
れ
か
ら
も
今
以
上
に
地

域
の
活
性
化
に
努
め
る
よ
う
要
望

す
る
。
 

 　
安
全
で
安
心
し
て

　
　
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
を
 

 （
問
）
町
内
四
十
．
八
％
に
あ
た

る
約
四
千
二
百
戸
に
送
水
し
て
い

る
上
水
道
施
設
（
配
水
タ
ン
ク
）

の
危
機
管
理
と
今
後
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
 

 （
上
下
水
道
部
長
）
危
機
管
理
に

つ
い
て
は
、
断
水
範
囲
が
極
力
小

規
模
で
お
さ
ま
る
よ
う
管
網
整
備

と
配
水
タ
ン
ク
を
適
正
に
管
理
を

し
て
い
る
。
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
最

適
地
の
選
定
に
あ
た
る
と
と
も
に

施
設
の
構
造
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
る
。
 

 

（
問
）
三
代
川
の
改
修
は
、
い
つ

終
わ
る
の
か
。
 

 （
都
市
建
設
部
長
）
新
家
地
区
の

改
修
部
分
か
ら
上
流
の
Ｊ
Ｒ
踏
切

付
近
ま
で
約
二
百
メ
ー
ト
ル
は
、

用
地
交
渉
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

昨
年
度
一
件
の
建
物
補
償
契
約
等

が
行
わ
れ
、
今
年
度
中
に
建
物
が

解
体
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
Ｊ
Ｒ
踏

切
か
ら
上
流
は
、
私
道
の
橋
梁
が

占
用
し
て
お
り
、
河
川
管
理
上
好

ま
し
い
状
況
で
は
な
く
、
左
岸
側

に
管
理
用
通
路
有
効
幅
員
４
メ
ー

ト
ル
で
整
備
し
、
個
人
的
な
占
用

橋
を
な
く
す
計
画
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
家
屋
等
が
立
ち
並
ん
で
お

り
、
今
後
の
状
況
を
見
る
中
で
県

と
協
議
し
、
今
後
、
地
元
自
治
会

や
土
地
所
有
者
の
方
々
の
ご
意
見

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

 

           （
問
）
国
道
二
五
号
中
宮
寺
前
の

交
差
点
、
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線

と
町
道
四
一
六
号
（
万
代
北
）
、

県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
（
万
代
南
）

バ
ス
停
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。
 

 （
都
市
建
設
部
長
）
国
道
二
五
号

中
宮
寺
前
の
交
差
点
で
す
が
、
県

道
天
理
斑
鳩
線
の
道
路
幅
員
が
せ

ま
く
、
交
通
量
も
多
く
、
路
線
バ

ス
も
通
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
も
交
差
点
改
良
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
関
係
地
権
者
の

方
に
、
ご
了
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。
 

　
次
に
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
と

町
道
四
一
六
号
の
交
差
点
、
交
通

信
号
機
設
置
及
び
緊
急
車
両
の
進

入
を
前
提
と
し
た
道
路
拡
幅
で
す

が
、
関
係
地
権
者
の
方
に
対
し
て

用
地
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
協
力
を
得
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
次
に
、
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線

の
歩
道
の
幅
員
確
保
と
そ
れ
に
伴

う
バ
ス
停
の
整
備
に
つ
い
て
、
歩

道
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
県
に
要

望
を
行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
本
年

度
末
も
し
く
は
平
成
二
十
二
年
度

で
予
算
を
確
保
し
、
整
備
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
 

 
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
 

 （
問
）
史
跡
中
宮
寺
跡
に
ト
イ
レ

を
作
る
計
画
は
あ
る
の
で
す
か
。
 

（
教
育
長
）
新
基
本
構
想
に
入
っ

て
お
り
、
設
置
場
所
に
関
し
ま
し

て
は
、
史
跡
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
 

平
成
二
十
一
年
度
の
議
会
の
構
成
は
五
月
十
一
日
よ
り
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

議
　
長

副
議
長

中
西
　
和
夫

飯
�
　
昭
二

監
査
委
員

中
川
　
靖
広

委 員 会 名 称 構　成　委　員 委員会が担当する事項  

総務常任 
委員会 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

嶋田　善行  
伴　　吉晴  
紀　　良治  
西谷　剛周  
飯� 　昭二  
木澤　正男  

厚生常任 
委員会 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

里川宜志子  
辻　　善次  
小林　　誠  
吉野　俊明  
西谷　剛周  
飯� 　昭二  

建設水道 
常任委員会 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

浦野　圭司  
紀　　良治  
宮� 　和彦  
中川　靖広  
里川宜志子  
木田　守彦  

予算決算 
常任委員会 

 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

木田　守彦  
小林　　誠  
嶋田　善行  
浦野　圭司  
辻　　善次  
木澤　正男  

議会広報の編集、発行に関する事務をします。 

総務、厚生、建設水道の各常任委員会に関する事務
のうち、予算・決算に関する事務の調査をします。 

町の総合計画や行政改革、防災計画、文化振興財団、
財政計画、交付税、財産管理、固定資産税、町民税、
小・中学校、幼稚園、生涯学習に関すること等につ
いての調査や、議案・請願等の審査をします。 

保健事業、児童福祉、障害者福祉、高齢者福祉、介
護保険、国民健康保険、ごみ問題、環境対策、住民
登録・戸籍に関すること等についての調査や、議案・
請願等の審査をします。 

道路、河川、橋梁、町営住宅、観光イベント、町営
駐車場、商工業、農業、建築開発に伴う各種規制、
屋外広告、公園・緑地、駅前整備、都市計画道路、
公共下水道、上水道に関すること等についての調査や、
議案、請願等の審査をします。 

広報発行 
常任委員会 

議会運営 
委員会 
 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 

委 員 長 
副委員長 
委 員  
〃 
〃 
〃 

中川　靖広  
吉野　俊明  
宮� 　和彦  
伴　　吉晴  
飯� 　昭二  
 

嶋田　善行  
木澤　正男  
伴　　吉晴  
紀　　良治   
西谷　剛周  
飯� 　昭二  

定例議会の会期、議事日程や議事進行に関すること、
請願・陳情の処理に関すること、意見書の提出等議
会の対外的問題に関すること等、その他議会運営上
必要と認める事項や、他の委員会に属さない事項の
審査、調査をします。 

委員会の新しい構成をお知らせします。 

国道25号の中宮寺前交差点

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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会議室
１〜４

子育て
ルーム

子育て
ルーム

厚 生常任委員会 
　６月１１日（木）全委員出席のもと、本

会議から付託を受けた事案などの審査を行

うため委員会を開催しました。

　
付
託
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
二
十
一
号
、
斑
鳩
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
所
得
割
額
の
算
定
や
減
額
の
判

定
の
基
礎
と
な
る
所
得
に
つ
い
て
、

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
を
加
え

る
な
ど
、
地
方
税
法
改
正
に
と
も

な
っ
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。 

　
課
税
の
状
況
や
事
務
の
流
れ
、

保
険
料
と
保
険
税
の
違
い
な
ど
一

定
の
審
査
を
行
い
、
満
場
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 

  

総
合
保
健
福
祉
会
館

「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
」
の

運
営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

 

　
四
月
、
五
月
の
利
用
状
況
や
、

新
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
月

に
一
度
の
土
曜
日
の
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、
ま
た
、
九
月
五
日
（
土
）

に
行
う
予
定
の
一
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
後
、 

委
員
よ
り 

1
 
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
数

字
だ
け
で
な
く
、
稼
働
率
に
つ
い

て
も
報
告
し
て
ほ
し
い
。 

2
 
足
湯
利
用
者
の
カ
ウ
ン
ト
の

仕
方
に
つ
い
て 

3
 
保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に

大
き
な
変
動
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て 

 

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、
一

定
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
６
月
末
に
は
、
総
合
保
健
福
祉

会
館
運
営
会
議
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
併
せ
て
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
各
課
報
告
事
項

◎
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平

成
二
十
一
年
度
の
新
た
な
保
険
料

軽
減
策
に
つ
い
て 

◎
　
衛
生
処
理
場
の
修
理
工
事
を

前
倒
し
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

◎
　
「
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事

業
」
実
施
に
向
け
て
の
取
り
組
み

の
詳
細
に
つ
い
て 

  

　
委
員
会
と
し
て
の
取
り
組
み 

 

　
自
治
会
連
合
会
と
懇
談
を
し
た

際
に
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
罰
則

規
定
の
あ
る
「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

条
例
」
に
つ
い
て
、
現
在
、
調
査
・

研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
各
地
の
条
例
を
取
り
寄
せ
、
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

新
し
い
条
例
を
つ
く
る
の
か
。
ま

た
、
今
あ
る
条
例
を
改
正
す
る
の

か
。
罰
則
の
運
用
や
効
果
に
つ
い

て
も
、
今
後
検
証
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

 

総 
務
常
任
委
員
会 

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
二
つ
の
「
議
案
」
な
ら
び
に
「
斑
鳩
町
に

お
け
る
歴
史
的
・
史
跡
等
の
発
掘
調
査
・
整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
」
の
報
告
、
そ
の
他
十
一
の
報
告
、
そ
し
て
当
委
員
会
に
関
わ

る
こ
と
の
委
員
か
ら
の
質
問
等
を
含
め
て
、
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

 

　
学
校
校
舎
耐
震
補
強
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
で
は
、
平
成
九
年
度
か

ら
学
校
校
舎
耐
震
補
強
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
、
現
在
ま
で
に
斑
鳩

小
学
校
の
本
館
、
北
館
、
中
館
及

び
斑
鳩
中
学
校
の
本
館
東
棟
が
補

強
済
み
で
あ
り
、
Ｉｓ
値
は
い
ず
れ

も
０
．
８
以
上
に
強
化
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ち
な
み
に
、
こ
の
Ｉｓ
（
ア
イ
エ

ス
）
値
と
は
建
物
の
耐
震
性
能
を

示
す
数
値
で
あ
り
、
Ｉｓ
値
０
．
３

未
満
は
、
大
規
模
な
地
震
、
震
度

６
以
上
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は
崩

壊
す
る
危
険
性
が
高
い
建
物
。
Ｉｓ

値
０
．
３
以
上
０
・
６
未
満
は
、

大
規
模
な
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
建

物
。
Ｉｓ
値
０
・
６
以
上
は
、
大
規

模
な
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は

崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い
建
物
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で

は
、
学
校
校
舎
は
Ｉｓ
値
０
．
７
以

上
を
耐
震
性
の
あ
る
建
物
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。 

　
去
る
六
月
九
日
に
、
平
成
二
十

年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
斑
鳩
西
小
学
校
本
館
東
棟
が

Ｉｓ
値
０
．
２
０
、
斑
鳩
小
学
校
本

館
東
棟
が
Ｉｓ
値
０
．
２
９
と
い
う

数
値
が
、
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
早
速
、

こ
の
両
校
舎
の
耐
震
補
強
計
画
を

立
て
、
九
月
議
会
で
財
源
確
保
の

補
正
予
算
を
組
み
、
公
的
機
関
に

よ
る
補
強
計
画
の
有
効
性
の
判
定

を
仰
い
だ
後
、
直
ち
に
耐
震
補
強

工
事
に
入
る
予
定
で
す
。 

　
な
お
、
こ
の
両
校
舎
以
外
の
校

舎
に
関
し
ま
し
て
は
、
斑
鳩
小
学

校
本
館
西
棟
０
．
５
８
、
資
料
館

０
．
６
８
、
体
育
館
は
昭
和
五
十

七
年
以
降
の
新
耐
震
基
準
の
建
物

で
、
震
度
６
強
程
度
の
地
震
で
も

倒
壊
し
な
い
耐
震
性
能
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。 

　
斑
鳩
西
小
学
校
で
は
、
本
館
西

棟
は
０
．
６
１
、
北
館
東
棟
は
０
．

４
２
、
北
館
西
棟
は
０
．
４
５
、

体
育
館
は
０
．
４
７
で
す
。
斑
鳩

東
小
学
校
は
昭
和
五
十
五
年
建
築

で
あ
り
、
来
年
度
に
診
断
予
定
。 

　
斑
鳩
中
学
校
は
、
本
館
西
棟
０
．

３
３
（
現
在
補
強
工
事
中
）
、
北

館
東
棟
は
０
．
４
３
、
北
館
西
棟

は
０
．
３
１
（
来
年
度
に
補
強
工

事
予
定
）
、
体
育
館
は
０
．
５
４

（
来
年
度
に
補
強
工
事
予
定
）
で

す
。 

　
斑
鳩
幼
稚
園
と
斑
鳩
西
幼
稚
園

は
今
年
度
に
診
断
予
定
。
斑
鳩
東

幼
稚
園
と
斑
鳩
南
中
学
校
は
、
と

も
に
新
耐
震
基
準
の
建
物
で
す
。 

　
平
成
二
十
六
年
度
に
は
全
て
の

補
強
工
事
完
了
の
予
定
で
す
が
、

現
在
の
補
強
工
事
完
了
の
棟
数
は
、

今
年
度
分
も
含
め
、
二
十
二
棟
中

五
棟
で
す
。
国
か
ら
の
補
助
金
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
い
耐

震
化
率
の
向
上
を
要
望
し
ま
す
。 

  

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て 

 

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
、
小

学
生
が
放
課
後
に
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
居
場
所
を
確
保
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
方
々
の
支
援
を

得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
交
流

を
し
、
社
会
性
や
創
造
性
を
養
い
、

地
域
の
中
で
健
や
か
に
は
ぐ
く
ま

れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
事
業
は
学
校
（
学
校
教

育
）
と
は
無
関
係
な
事
業
で
あ
り
、

学
校
の
教
室
等
を
借
り
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
援
助
に
よ
る

教
育
委
員
会
の
事
業
で
す
。 

　
昨
年
度
は
三
小
学
校
で
十
五
人

の
参
加
だ
っ
た
の
が
、
今
年
度
は

三
校
で
百
九
十
四
人
に
増
え
ま
し

た
。
対
象
学
年
を
昨
年
は
四
〜
六

年
生
と
し
て
い
た
の
を
、
今
年
は

一
〜
六
年
生
ま
で
と
広
げ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
保
護
者
向
け
説
明
会
に

は
約
六
十
名
の
参
加
し
か
な
か
っ

た
こ
と
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
護
者
の
方
々
へ
の
周
知
は
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
参
加
で

き
る
子
ど
も
と
、
で
き
な
い
子
ど

も
が
い
る
こ
と
も
、
私
た
ち
は
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。 

　
一
方
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
と
い
う
事
業
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
人
材

を
活
用
し
た
、
学
校
（
学
校
教
育

も
含
め
て
）
へ
の
多
岐
に
わ
た
る

支
援
事
業
で
あ
り
、
国
か
ら
の
補

助
金
も
つ
く
、
そ
し
て
何
よ
り
最

終
的
に
は
学
校
の
子
ど
も
全
員
が

参
加
で
き
る
、
ま
た
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

  

　
そ
の
他 

 

◎
　
町
民
プ
ー
ル
で
は
指
定
場
所

に
限
り
、
水
分
補
給
の
た
め
の
飲

料
水
の
摂
取
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

◎
　
斑
鳩
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
改
訂
版
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し

た
か
。
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
警

戒
区
域
や
避
難
場
所
の
追
加
等
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
（
嶋
田
委
員
長
記
） 

 

９月〜
３月
累　計

3,251

大会議室 視聴覚室 足 湯 歩行浴室 介助浴室 計保健センター

2,245 278 5,473 8,317 461 11 10,647 30,683

（単位：人）平成20年度

4月 652

会議室
１〜４

大会議室 視聴覚室 足 湯 歩行浴室 介助浴室 計保健センター

261 90 629 1,005 186 1 688 3,512

5月 530 387 115 464 671 171 2 1,414 3,754

累　計 1,182 648 205 1,093 1,676 357 3 2,102 7,266

平成21年度

資料：生き生きプラザ斑鳩利用状況

����� !2!3

委員会のうごき委員会のうごき



会議室
１〜４

子育て
ルーム

子育て
ルーム

厚 生常任委員会 
　６月１１日（木）全委員出席のもと、本

会議から付託を受けた事案などの審査を行

うため委員会を開催しました。

　
付
託
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
二
十
一
号
、
斑
鳩
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
所
得
割
額
の
算
定
や
減
額
の
判

定
の
基
礎
と
な
る
所
得
に
つ
い
て
、

上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
を
加
え

る
な
ど
、
地
方
税
法
改
正
に
と
も

な
っ
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。 

　
課
税
の
状
況
や
事
務
の
流
れ
、

保
険
料
と
保
険
税
の
違
い
な
ど
一

定
の
審
査
を
行
い
、
満
場
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 

  

総
合
保
健
福
祉
会
館

「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
」
の

運
営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

 

　
四
月
、
五
月
の
利
用
状
況
や
、

新
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
月

に
一
度
の
土
曜
日
の
事
業
な
ど
に

つ
い
て
、
ま
た
、
九
月
五
日
（
土
）

に
行
う
予
定
の
一
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
後
、 

委
員
よ
り 

1
 
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
数

字
だ
け
で
な
く
、
稼
働
率
に
つ
い

て
も
報
告
し
て
ほ
し
い
。 

2
 
足
湯
利
用
者
の
カ
ウ
ン
ト
の

仕
方
に
つ
い
て 

3
 
保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に

大
き
な
変
動
が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て 

 

な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、
一

定
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
６
月
末
に
は
、
総
合
保
健
福
祉

会
館
運
営
会
議
が
行
わ
れ
る
こ
と

も
併
せ
て
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
各
課
報
告
事
項

◎
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平

成
二
十
一
年
度
の
新
た
な
保
険
料

軽
減
策
に
つ
い
て 

◎
　
衛
生
処
理
場
の
修
理
工
事
を

前
倒
し
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

◎
　
「
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事

業
」
実
施
に
向
け
て
の
取
り
組
み

の
詳
細
に
つ
い
て 

  

　
委
員
会
と
し
て
の
取
り
組
み 

 

　
自
治
会
連
合
会
と
懇
談
を
し
た

際
に
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
罰
則

規
定
の
あ
る
「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

条
例
」
に
つ
い
て
、
現
在
、
調
査
・

研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
各
地
の
条
例
を
取
り
寄
せ
、
問

い
合
わ
せ
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、

新
し
い
条
例
を
つ
く
る
の
か
。
ま

た
、
今
あ
る
条
例
を
改
正
す
る
の

か
。
罰
則
の
運
用
や
効
果
に
つ
い

て
も
、
今
後
検
証
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

 

総 
務
常
任
委
員
会 

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
二
つ
の
「
議
案
」
な
ら
び
に
「
斑
鳩
町
に

お
け
る
歴
史
的
・
史
跡
等
の
発
掘
調
査
・
整
備
保
存
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
」
の
報
告
、
そ
の
他
十
一
の
報
告
、
そ
し
て
当
委
員
会
に
関
わ

る
こ
と
の
委
員
か
ら
の
質
問
等
を
含
め
て
、
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
特
筆
す
べ
き
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

 

　
学
校
校
舎
耐
震
補
強
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
で
は
、
平
成
九
年
度
か

ら
学
校
校
舎
耐
震
補
強
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
、
現
在
ま
で
に
斑
鳩

小
学
校
の
本
館
、
北
館
、
中
館
及

び
斑
鳩
中
学
校
の
本
館
東
棟
が
補

強
済
み
で
あ
り
、
Ｉｓ
値
は
い
ず
れ

も
０
．
８
以
上
に
強
化
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ち
な
み
に
、
こ
の
Ｉｓ
（
ア
イ
エ

ス
）
値
と
は
建
物
の
耐
震
性
能
を

示
す
数
値
で
あ
り
、
Ｉｓ
値
０
．
３

未
満
は
、
大
規
模
な
地
震
、
震
度

６
以
上
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は
崩

壊
す
る
危
険
性
が
高
い
建
物
。
Ｉｓ

値
０
．
３
以
上
０
・
６
未
満
は
、

大
規
模
な
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
建

物
。
Ｉｓ
値
０
・
６
以
上
は
、
大
規

模
な
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま
た
は

崩
壊
す
る
危
険
性
が
低
い
建
物
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
で

は
、
学
校
校
舎
は
Ｉｓ
値
０
．
７
以

上
を
耐
震
性
の
あ
る
建
物
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。 

　
去
る
六
月
九
日
に
、
平
成
二
十

年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断
の
結

果
、
斑
鳩
西
小
学
校
本
館
東
棟
が

Ｉｓ
値
０
．
２
０
、
斑
鳩
小
学
校
本

館
東
棟
が
Ｉｓ
値
０
．
２
９
と
い
う

数
値
が
、
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
早
速
、

こ
の
両
校
舎
の
耐
震
補
強
計
画
を

立
て
、
九
月
議
会
で
財
源
確
保
の

補
正
予
算
を
組
み
、
公
的
機
関
に

よ
る
補
強
計
画
の
有
効
性
の
判
定

を
仰
い
だ
後
、
直
ち
に
耐
震
補
強

工
事
に
入
る
予
定
で
す
。 

　
な
お
、
こ
の
両
校
舎
以
外
の
校

舎
に
関
し
ま
し
て
は
、
斑
鳩
小
学

校
本
館
西
棟
０
．
５
８
、
資
料
館

０
．
６
８
、
体
育
館
は
昭
和
五
十

七
年
以
降
の
新
耐
震
基
準
の
建
物

で
、
震
度
６
強
程
度
の
地
震
で
も

倒
壊
し
な
い
耐
震
性
能
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。 

　
斑
鳩
西
小
学
校
で
は
、
本
館
西

棟
は
０
．
６
１
、
北
館
東
棟
は
０
．

４
２
、
北
館
西
棟
は
０
．
４
５
、

体
育
館
は
０
．
４
７
で
す
。
斑
鳩

東
小
学
校
は
昭
和
五
十
五
年
建
築

で
あ
り
、
来
年
度
に
診
断
予
定
。 

　
斑
鳩
中
学
校
は
、
本
館
西
棟
０
．

３
３
（
現
在
補
強
工
事
中
）
、
北

館
東
棟
は
０
．
４
３
、
北
館
西
棟

は
０
．
３
１
（
来
年
度
に
補
強
工

事
予
定
）
、
体
育
館
は
０
．
５
４

（
来
年
度
に
補
強
工
事
予
定
）
で

す
。 

　
斑
鳩
幼
稚
園
と
斑
鳩
西
幼
稚
園

は
今
年
度
に
診
断
予
定
。
斑
鳩
東

幼
稚
園
と
斑
鳩
南
中
学
校
は
、
と

も
に
新
耐
震
基
準
の
建
物
で
す
。 

　
平
成
二
十
六
年
度
に
は
全
て
の

補
強
工
事
完
了
の
予
定
で
す
が
、

現
在
の
補
強
工
事
完
了
の
棟
数
は
、

今
年
度
分
も
含
め
、
二
十
二
棟
中

五
棟
で
す
。
国
か
ら
の
補
助
金
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
日
も
早
い
耐

震
化
率
の
向
上
を
要
望
し
ま
す
。 

  

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て 

 

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は
、
小

学
生
が
放
課
後
に
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
居
場
所
を
確
保
し
、

さ
ら
に
は
地
域
の
方
々
の
支
援
を

得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
交
流

を
し
、
社
会
性
や
創
造
性
を
養
い
、

地
域
の
中
で
健
や
か
に
は
ぐ
く
ま

れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
事
業
は
学
校
（
学
校
教

育
）
と
は
無
関
係
な
事
業
で
あ
り
、

学
校
の
教
室
等
を
借
り
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
援
助
に
よ
る

教
育
委
員
会
の
事
業
で
す
。 

　
昨
年
度
は
三
小
学
校
で
十
五
人

の
参
加
だ
っ
た
の
が
、
今
年
度
は

三
校
で
百
九
十
四
人
に
増
え
ま
し

た
。
対
象
学
年
を
昨
年
は
四
〜
六

年
生
と
し
て
い
た
の
を
、
今
年
は

一
〜
六
年
生
ま
で
と
広
げ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
保
護
者
向
け
説
明
会
に

は
約
六
十
名
の
参
加
し
か
な
か
っ

た
こ
と
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

保
護
者
の
方
々
へ
の
周
知
は
大
丈

夫
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
参
加
で

き
る
子
ど
も
と
、
で
き
な
い
子
ど

も
が
い
る
こ
と
も
、
私
た
ち
は
注

視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。 

　
一
方
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
と
い
う
事
業
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
人
材

を
活
用
し
た
、
学
校
（
学
校
教
育

も
含
め
て
）
へ
の
多
岐
に
わ
た
る

支
援
事
業
で
あ
り
、
国
か
ら
の
補

助
金
も
つ
く
、
そ
し
て
何
よ
り
最

終
的
に
は
学
校
の
子
ど
も
全
員
が

参
加
で
き
る
、
ま
た
恩
恵
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

  

　
そ
の
他 

 

◎
　
町
民
プ
ー
ル
で
は
指
定
場
所

に
限
り
、
水
分
補
給
の
た
め
の
飲

料
水
の
摂
取
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

◎
　
斑
鳩
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
改
訂
版
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し

た
か
。
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
警

戒
区
域
や
避
難
場
所
の
追
加
等
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
（
嶋
田
委
員
長
記
） 

 

９月〜
３月
累　計

3,251

大会議室 視聴覚室 足 湯 歩行浴室 介助浴室 計保健センター

2,245 278 5,473 8,317 461 11 10,647 30,683

（単位：人）平成20年度

4月 652

会議室
１〜４

大会議室 視聴覚室 足 湯 歩行浴室 介助浴室 計保健センター

261 90 629 1,005 186 1 688 3,512

5月 530 387 115 464 671 171 2 1,414 3,754

累　計 1,182 648 205 1,093 1,676 357 3 2,102 7,266

平成21年度

資料：生き生きプラザ斑鳩利用状況
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委員会のうごき委員会のうごき
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委員会のうごき委員会のうごき

　
六
月
十
六
日
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付

託
を
受
け
た
七
議
案
に
つ
い
て
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

予 
算
決
算
常
任
委
員
会 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
意
見
　
営
業
収
支
で

は
三
千
七
百
十
五
万
八
千
五
百
九

十
八
円
の
純
利
益
、
資
本
的
収
支

で
は
一
億
九
千
百
四
十
七
万
六
千

三
百
九
十
五
円
の
支
出
超
過
と
な

り
、
過
年
度
分
損
益
留
保
資
金
で

補
て
ん
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
概
況

と
し
て
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
普
及

に
伴
い
節
水
型
器
具
の
利
用
が
多

く
な
り
、
料
金
収
入
と
有
収
水
量

は
、
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
こ
の

傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
予
測

さ
れ
、
今
後
の
増
収
は
見
込
め
な

い
状
況
で
す
。
今
後
数
年
内
に
北

部
配
水
池
の
改
良
事
業
も
発
注
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
県

水
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
現

行
の
水
道
料
金
の
維
持
と
、
コ
ス

ト
の
削
減
や
必
要
最
小
限
の
設
備

投
資
を
心
が
け
、
安
全
で
清
浄
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
と
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

（
問
）
県
水
を
減
ら
せ
る
の
か
。 

（
答
）
年
間
契
約
な
の
で
一
時
的

な
減
量
は
難
し
く
、
年
間
給
水
量

を
見
な
が
ら
県
と
契
約
を
行
い
ま

す
。 

（
問
）
自
己
水
の
み
で
の
全
戸
給

水
は
可
能
で
す
か
。 

（
答
）
自
己
の
井
戸
水
だ
け
で
の

全
戸
給
水
は
無
理
で
す
。
長
期
に

自
己
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
整

備
、
補
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
問
）
加
入
負
担
金
に
つ
い
て 

（
答
）
引
込
管
の
口
径
ご
と
に
単

価
を
変
え
て
い
ま
す
。 

（
問
）
北
部
配
水
池
の
更
新
計
画

に
つ
い
て 

（
答
）
数
年
先
に
計
画
し
て
お
り

ま
す
が
、
時
期
、
工
法
に
つ
い
て

も
未
定
で
現
時
点
で
は
報
告
で
き

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
問
）
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
岩
瀬
橋
架
替
工
事
に
伴
う
、
配

水
管
布
設
設
計
業
務
や
管
工
事
に

対
す
る
国
か
ら
の
補
助
金
の
有
無

に
つ
い
て 

（
答
）
国
か
ら
の
補
助
金
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
国
道
の
施
設
を
使

用
し
て
い
る
だ
け
で
、
工
事
費
用

は
町
負
担
と
な
り
ま
す
。 

（
問
）
企
業
債
の
高
金
利
部
分
の

解
消
に
つ
い
て 

（
答
）
企
業
債
の
借
換
に
つ
い
て

は
今
は
無
理
で
、
借
換
で
き
る
状

況
に
な
れ
ば
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

 

　
以
上
の
答
弁
が
あ
り
、
委
員
会

と
し
て
満
場
一
致
で
認
定
す
べ
き

と
決
し
ま
し
た
。 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

い
て

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
と
、
寄
附
金
と
消
防
団
員
退
職

報
償
金
の
歳
入
、
歳
出
で
し
た
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
と
、
前
期
高
齢
者
給
付
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て 

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
で
す
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
に
つ
い
て 

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
で
す
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て

　
主
な
も
の
は
、
保
険
料
の
精
算

の
た
め
、
平
成
二
十
年
度
分
の
保

険
料
を
平
成
二
十
一
年
度
に
還
付

す
る
も
の
で
す
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て 

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
で
す
。 

 

　
以
上
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い

て
は
満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。 

  

　
そ
の
他
に
つ
い
て

 

◎
　
斑
鳩
町
所
有
の
防
犯
灯
の
支

柱
が
倒
れ
て
通
行
車
輌
を
損
傷
し

た
事
故
に
つ
い
て 

 

◎
　
鳩
水
園
の
運
転
業
務
管
理
委

託
に
つ
い
て 

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
随
意
契

約
を
改
め
、
指
名
競
争
入
札
と
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

（
木
田
委
員
長
記
）  

　
六
月
十
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
三
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
継
続
審
査
事
案

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

　
　

◎
議
案
第
十
九
号
、
斑
鳩
町
附
属

機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お

よ
び
景
観
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

各
委
員
会
を
設
置
し
て
い
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、 

（
問
）
委
員
構
成
は
、
有
識
者
や

住
民
か
ら
の
公
募
と
聞
く
が
、
理

事
者
側
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。 

（
答
）
各
課
調
整
会
議
を
設
け
、

審
議
し
て
い
く
。 

（
問
）
環
境
問
題
も
審
議
内
容
に

含
ま
れ
る
の
か
。 

（
答
）
景
観
計
画
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
景
観
を
主
体
に
策
定

し
て
い
く
。 

◎
議
案
第
二
十
九
号
、
平
成
二
十

一
年
度
斑
鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠

築
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
第
十
一
処
理
分
区
二
工
区

―
三
） 

　
香
芝
市
尼
寺
二
丁
目
の
機
動
建

設
工
業
（
株
）
奈
良
営
業
所
が
一

億
三
千
五
百
二
十
四
万
円
に
て
五

月
十
九
日
に
落
札
し
た
。
こ
れ
は

低
入
札
調
査
基
準
価
格
以
下
で
あ

っ
た
の
で
、
調
査
し
た
が
問
題
が

な
い
の
で
請
負
契
約
を
締
結
し
た

い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
低
入
札
価
格
の
ま
ま
請
け

負
わ
せ
て
問
題
は
な
い
の
か
。 

（
答
）
調
査
は
充
分
し
た
が
問
題

が
な
い
。
工
事
完
了
ま
で
監
視
し

て
い
く
。 

 
◎
議
案
第
三
十
号
、
平
成
二
十
一

年
度
斑
鳩
町
公
共
下
水
道
事
業
管

渠
築
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
第
十
一
処
理
分
区
二
工

区
―
四
）

　
斑
鳩
町
龍
田
二
丁
目
の
（
株
）

中
谷
組
が
九
千
三
百
十
万
三
百
五

十
円
に
て
五
月
十
九
日
に
落
札
し

た
。
低
入
札
調
査
価
格
と
同
価
格

で
、
調
査
し
た
が
問
題
は
な
く
請

負
契
約
を
締
結
し
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て 

　
公
共
下
水
道
接
続
状
況
は
、
五

月
三
十
日
現
在
接
続
申
請
総
数
一

七
四
五
件
で
、
平
成
二
十
年
度
三

月
末
よ
り
約
二
ヶ
月
間
で
四
十
四

件
増
加
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
今
ま
で
集
中
浄
化
槽
で
あ

っ
た
区
域
が
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
と
き
、
集
中
浄
化
槽
の
後
処

理
と
、
そ
れ
が
町
道
に
あ
っ
た
と

き
の
道
路
の
復
旧
工
事
負
担
は
誰

が
行
う
の
か
。 

（
答
）
基
準
は
な
い
が
、
地
元
と

協
議
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。 

 

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、
五
月
に
稲
葉
車
瀬
自
治
会

に
工
事
の
説
明
会
を
開
催
し
、
協

力
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
月

三
日
に
は
、
岩
瀬
橋
下
部
工
事
に

つ
い
て
の
国
の
工
事
完
了
検
査
が

済
ん
で
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
今
後
の
整
備
区
間
に
お
い

て
供
用
開
始
と
同
時
に
、
各
交
差

点
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
の
か
。 

（
答
）
公
安
委
員
会
や
西
和
警
察

署
と
相
談
し
て
決
定
し
て
い
く
。 

 

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
、
七
月

に
地
元
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
駅
北
側
の
一
方
通
行
は
不

便
を
感
じ
る
と
地
元
か
ら
苦
情
が

あ
る
が
、
改
善
は
な
い
の
か
。 

（
答
）
公
安
委
員
会
に
お
願
い
は

し
ま
す
が
、
大
事
故
が
起
こ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
地
元
警

察
と
十
分
協
議
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

  

　
そ
の
他
に
つ
い
て 

 

◎
第
二
十
九
回
斑
鳩
町
商
工
祭
り

に
つ
い
て 

　
七
月
二
十
五
日
（
土
）
に
例
年

ど
お
り
開
催
す
る
、
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

（
浦
野
委
員
長
記
）  

北部配水池
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委員会のうごき委員会のうごき

　
六
月
十
六
日
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら
付

託
を
受
け
た
七
議
案
に
つ
い
て
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

予 
算
決
算
常
任
委
員
会 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
意
見
　
営
業
収
支
で

は
三
千
七
百
十
五
万
八
千
五
百
九

十
八
円
の
純
利
益
、
資
本
的
収
支

で
は
一
億
九
千
百
四
十
七
万
六
千

三
百
九
十
五
円
の
支
出
超
過
と
な

り
、
過
年
度
分
損
益
留
保
資
金
で

補
て
ん
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
概
況

と
し
て
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
普
及

に
伴
い
節
水
型
器
具
の
利
用
が
多

く
な
り
、
料
金
収
入
と
有
収
水
量

は
、
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
こ
の

傾
向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
予
測

さ
れ
、
今
後
の
増
収
は
見
込
め
な

い
状
況
で
す
。
今
後
数
年
内
に
北

部
配
水
池
の
改
良
事
業
も
発
注
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
県

水
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
現

行
の
水
道
料
金
の
維
持
と
、
コ
ス

ト
の
削
減
や
必
要
最
小
限
の
設
備

投
資
を
心
が
け
、
安
全
で
清
浄
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
と
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

（
問
）
県
水
を
減
ら
せ
る
の
か
。 

（
答
）
年
間
契
約
な
の
で
一
時
的

な
減
量
は
難
し
く
、
年
間
給
水
量

を
見
な
が
ら
県
と
契
約
を
行
い
ま

す
。 

（
問
）
自
己
水
の
み
で
の
全
戸
給

水
は
可
能
で
す
か
。 

（
答
）
自
己
の
井
戸
水
だ
け
で
の

全
戸
給
水
は
無
理
で
す
。
長
期
に

自
己
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
整

備
、
補
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
問
）
加
入
負
担
金
に
つ
い
て 

（
答
）
引
込
管
の
口
径
ご
と
に
単

価
を
変
え
て
い
ま
す
。 

（
問
）
北
部
配
水
池
の
更
新
計
画

に
つ
い
て 

（
答
）
数
年
先
に
計
画
し
て
お
り

ま
す
が
、
時
期
、
工
法
に
つ
い
て

も
未
定
で
現
時
点
で
は
報
告
で
き

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
問
）
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
岩
瀬
橋
架
替
工
事
に
伴
う
、
配

水
管
布
設
設
計
業
務
や
管
工
事
に

対
す
る
国
か
ら
の
補
助
金
の
有
無

に
つ
い
て 

（
答
）
国
か
ら
の
補
助
金
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。
国
道
の
施
設
を
使

用
し
て
い
る
だ
け
で
、
工
事
費
用

は
町
負
担
と
な
り
ま
す
。 

（
問
）
企
業
債
の
高
金
利
部
分
の

解
消
に
つ
い
て 

（
答
）
企
業
債
の
借
換
に
つ
い
て

は
今
は
無
理
で
、
借
換
で
き
る
状

況
に
な
れ
ば
実
施
し
て
い
き
た
い
。 

 
　
以
上
の
答
弁
が
あ
り
、
委
員
会

と
し
て
満
場
一
致
で
認
定
す
べ
き

と
決
し
ま
し
た
。 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

い
て

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
と
、
寄
附
金
と
消
防
団
員
退
職

報
償
金
の
歳
入
、
歳
出
で
し
た
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
と
、
前
期
高
齢
者
給
付
金
の
確

定
に
よ
る
補
正
で
す
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て 

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
で
す
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
に
つ
い
て 

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
で
す
。 

 
◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て

　
主
な
も
の
は
、
保
険
料
の
精
算

の
た
め
、
平
成
二
十
年
度
分
の
保

険
料
を
平
成
二
十
一
年
度
に
還
付

す
る
も
の
で
す
。 

 

◎
平
成
二
十
一
年
度
斑
鳩
町
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

に
つ
い
て 

　
主
な
も
の
は
、
人
事
院
勧
告
及

び
人
事
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
補

正
で
す
。 

 

　
以
上
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い

て
は
満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。 

  

　
そ
の
他
に
つ
い
て

 

◎
　
斑
鳩
町
所
有
の
防
犯
灯
の
支

柱
が
倒
れ
て
通
行
車
輌
を
損
傷
し

た
事
故
に
つ
い
て 

 

◎
　
鳩
水
園
の
運
転
業
務
管
理
委

託
に
つ
い
て 

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
随
意
契

約
を
改
め
、
指
名
競
争
入
札
と
し

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

（
木
田
委
員
長
記
）  

　
六
月
十
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
三
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
継
続
審
査
事
案

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

　
　

◎
議
案
第
十
九
号
、
斑
鳩
町
附
属

機
関
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お

よ
び
景
観
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

各
委
員
会
を
設
置
し
て
い
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り
、 

（
問
）
委
員
構
成
は
、
有
識
者
や

住
民
か
ら
の
公
募
と
聞
く
が
、
理

事
者
側
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。 

（
答
）
各
課
調
整
会
議
を
設
け
、

審
議
し
て
い
く
。 

（
問
）
環
境
問
題
も
審
議
内
容
に

含
ま
れ
る
の
か
。 

（
答
）
景
観
計
画
は
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
景
観
を
主
体
に
策
定

し
て
い
く
。 

◎
議
案
第
二
十
九
号
、
平
成
二
十

一
年
度
斑
鳩
町
公
共
下
水
道
管
渠

築
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
第
十
一
処
理
分
区
二
工
区

―
三
） 

　
香
芝
市
尼
寺
二
丁
目
の
機
動
建

設
工
業
（
株
）
奈
良
営
業
所
が
一

億
三
千
五
百
二
十
四
万
円
に
て
五

月
十
九
日
に
落
札
し
た
。
こ
れ
は

低
入
札
調
査
基
準
価
格
以
下
で
あ

っ
た
の
で
、
調
査
し
た
が
問
題
が

な
い
の
で
請
負
契
約
を
締
結
し
た

い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
低
入
札
価
格
の
ま
ま
請
け

負
わ
せ
て
問
題
は
な
い
の
か
。 

（
答
）
調
査
は
充
分
し
た
が
問
題

が
な
い
。
工
事
完
了
ま
で
監
視
し

て
い
く
。 

 

◎
議
案
第
三
十
号
、
平
成
二
十
一

年
度
斑
鳩
町
公
共
下
水
道
事
業
管

渠
築
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
第
十
一
処
理
分
区
二
工

区
―
四
）

　
斑
鳩
町
龍
田
二
丁
目
の
（
株
）

中
谷
組
が
九
千
三
百
十
万
三
百
五

十
円
に
て
五
月
十
九
日
に
落
札
し

た
。
低
入
札
調
査
価
格
と
同
価
格

で
、
調
査
し
た
が
問
題
は
な
く
請

負
契
約
を
締
結
し
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て 

　
公
共
下
水
道
接
続
状
況
は
、
五

月
三
十
日
現
在
接
続
申
請
総
数
一

七
四
五
件
で
、
平
成
二
十
年
度
三

月
末
よ
り
約
二
ヶ
月
間
で
四
十
四

件
増
加
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
今
ま
で
集
中
浄
化
槽
で
あ

っ
た
区
域
が
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
と
き
、
集
中
浄
化
槽
の
後
処

理
と
、
そ
れ
が
町
道
に
あ
っ
た
と

き
の
道
路
の
復
旧
工
事
負
担
は
誰

が
行
う
の
か
。 

（
答
）
基
準
は
な
い
が
、
地
元
と

協
議
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。 

 

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
、
五
月
に
稲
葉
車
瀬
自
治
会

に
工
事
の
説
明
会
を
開
催
し
、
協

力
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
月

三
日
に
は
、
岩
瀬
橋
下
部
工
事
に

つ
い
て
の
国
の
工
事
完
了
検
査
が

済
ん
で
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
今
後
の
整
備
区
間
に
お
い

て
供
用
開
始
と
同
時
に
、
各
交
差

点
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
の
か
。 

（
答
）
公
安
委
員
会
や
西
和
警
察

署
と
相
談
し
て
決
定
し
て
い
く
。 

 

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
、
七
月

に
地
元
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
委
員
よ
り 

（
問
）
駅
北
側
の
一
方
通
行
は
不

便
を
感
じ
る
と
地
元
か
ら
苦
情
が

あ
る
が
、
改
善
は
な
い
の
か
。 

（
答
）
公
安
委
員
会
に
お
願
い
は

し
ま
す
が
、
大
事
故
が
起
こ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
地
元
警

察
と
十
分
協
議
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

  

　
そ
の
他
に
つ
い
て 

 

◎
第
二
十
九
回
斑
鳩
町
商
工
祭
り

に
つ
い
て 

　
七
月
二
十
五
日
（
土
）
に
例
年

ど
お
り
開
催
す
る
、
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

（
浦
野
委
員
長
記
）  

北部配水池
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6月定例会 
6月定例議会ではこんなことが決まりました 

11人の議員が一般質問を行いました 

委員会の新しい構成をお知らせします 

委員会のうごき 

 

い
か
る
が
議
会
だ
よ
り
 

◆
 〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12
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晴 

飯
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昭

二

 

　
暑
さ
厳
し
き
折
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。 

　
議
会
で
は
、
去
る
五

月
十
一
日
に
臨
時
議
会

を
開
催
し
、
役
員
改
選

を
行
い
、
新
た
な
広
報

発
行
常
任
委
員
を
選
任 

い
た
し
ま
し
た
。 

　
町
民
の
皆
様
方
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
を

約
九
十
万
円
（
年
４
回
分
）
も
使

用
し
、
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行

す
る
の
で
す
か
ら
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

　
各
委
員
、
誤
り
の
な
い
よ
う
事

実
に
も
と
づ
き
、
公
平
・
公
正
な

立
場
で
編
集
す
る
よ
う
に
精
一
杯

の
努
力
を
尽
く
し
ま
す
。
住
民
の

皆
様
も
何
か
お
気
付
き
の
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
議
会

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

　
新
涼
の
朝
に
は
、
ま
だ
遠
い
よ

う
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
中
川
委
員
長
記
）  

 

農業委員さんとじゃがいもほり（町立保育園） 

　斑鳩町の各小学校では、「総合的な学習」のひとつと

して、5年生が米づくりや野菜づくりなど、農業体験に取

り組んでいます。田植えなど、さまざまな体験をとおして、

食の大切さや農作物をつくる喜びや苦労を子どもたち

は感じていることでしょう。 

▲改選後の新しい広報発行常任委員会

斑
鳩
東
小
学
校

▲

斑
鳩
西
小
学
校 ▲斑鳩小学校

▲


